
第 2 6 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 5 年 9 月 2 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 3 7 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日本医療機能評価機構



○事務局 事務局でございます。 本田まご多忙の中、 お集ま り 頂き ま してあ り が と う ござ

います。 会議を開始致します前に、 資料の確認をお願い致します。

まず、 次第、 本体資料、 出欠一覧でございます。 本 日 、 板橋委員か ら 、 先ほ ど欠席 と の

ご連絡を頂いてお り ます。

続き ま して資料 1 、 ク リ ステ レル胎児圧出法について (案) と な り ます。

続き ま して資料 2 、 分析対象事例の概要 (ク リ ステ レル胎児圧出法実施事例一覧) と な り

ます。

続き ま して資料 3 、 子宮破裂について 鰈) がございます。

続き ま して資料 4 、 分析対象事例の概要 (子宮破裂事例一覧) 。 こ ち らが資料4 -①、 ②、

③ と いった形で分かれてお り ます。

続き ま して資料 5 、 子宮破裂の危険因子および背景の比車爽

続き ま して資料 6 、 分娩誘発 ･ 促進時のイ ンフォーム ドコ ンセン ト について。

続き ま して資料 7 、 妊産婦さ ん向けのイ ンフォーム ドコ ンセン ト について と なっ てお り

ます。

資料の束の最後に、 当 日 配付資料と して 2 つの資料を組んでお り ます。

1 つ 目 が 、 当 日 配布資料①、 石渡委員長代理よ り ご提供頂き ま した、 ク リ ステ レル胎児

圧出法に関する医会のアンケ- ト調査 係) になってお り ます。

続き ま して当 日配付資料②、 勝村委員よ り ご提供頂きま した子宮収縮薬使用に当たって

のイ ンフォーム ドコ ンセン トひな形の 係) と なってお り ます。

資料は以上と なってお り ます。 落丁等ございま した ら 、 事務局までお申 しつけ下さい。

1 . 開会

○事務局 それでは、 定刻にな り ま したので、 ただいまか ら第26回産科医療補償制度再発

防止委員会を開催致します。
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それでは、 池ノ 上委員長、 進行をお願い致します。

○池ノ上委員長 それでは委員の皆様、 お忙しい中、 お集ま り 頂き ま してあ り が と う ござ

います。 まだ一部出席予定でおみえになっていない委員の方もい ら っ しゃいますが、 時間

であ り ますので、 進め させて頂きたい と思います。

それでは、 まず、 議事の 1 番 目 であ り ますク リ ステ レル胎児圧出法について、 今回で 2

回 目 の審議と な り ますが、 事務局、 説明をお願い致します。

2 . 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣ について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 まず、 ク リ ステ レル胎児圧出法についての

(案) と い う こ と で、 資料 1 および資料 2 の事例一覧をご覧頂き なが ら ご審議をお願い致

します。

まず･ 資料 ' ですo 今回は ･ 月 末までに欲致しま した圏の う ち 、 ク 叺テ例台
児圧出法を実れた輔蠣圈、 l1■あ り ま してこれらを分析*と致しま したo
前回もお示し してお り ますが、 ク リ ステ レル胎児圧出法を実施した事例 と して注釈を付

けてお り ます。 原因分析報告書においてク リ ステ レル胎児圧出法を実施した と記載がある

事例を対象と してお り ますので、 その圧迫の程度や手技な輔導様々 である と い う こ と を記

載してお り ます。 今回は、 この ク リ ステ レル胎児圧出法と い う 名称について も ご検討を頂

ければと思います。

背景につき ま しては夷 の通 り で して、 初産婦,避、 纏璃、 その他分鑓延々‘
関連する よ う な事項ですと か、 児頭骨盤不均衡鷲≦のケース をお示し してお り ます。

またダ リ “テルを期する際の合襁についは 子宮破裂が. 常楜台盤朝
剥離,圏。 ただし常楜鑪馴剥離は診断された後に実施 した事例はございませんで
した。
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また、 前回もお礼“てお り まが双取実施“た事例が■◇ 今回ま憾立に実施
“た事例も.ござ･ 、ま した。
次、 2 ページをご覧下さい。 ク リ ステ レルを実施した事例の う ち 、 単独で実施して分娩

,蛭一博例が■と ･ 、 う ‘ と で、 ページ“下部“表“上々‘お示し してお り ます。 ま た、
吸引分娩な ど と併用 した事例,覇。 結果&て帝王切開翰‐た事例,淵Iでした。
次、 3 ぺ-ジか らは、 ク リ ステ レル胎児謳逡出法の適応についてお示 し してお り ます。 そ

の適応の文面について も 、 名称等ご指摘等頂ければと思いますが、 まず、 産科異常が診断

されて実施した事例、 また胎児のWe1 1‐be ingの不良 と い う こ と で胎児機能不全で実施した

事例、 あ と は分娩遷延について娩出力や産道および児頭の下降不良な ど と い う こ と で、 ①、

②、 ⑧ と い う よ う な形で一応分類を してお り ます。

単独 と併用 と い う こ と もこついては、 初回のク リ ステ レノ翔台児圧出法実施時に単独であっ

た も のを単独、 初回実施時に吸引 ･ 錨子などを併用 したも のを併用 と い う こ と でお示し し

てお り ます。

3 ページの下の表 4 についてですが、 こ ち ら は要約 と い う こ と で、 子宮口 の開大度およ

び下降度をお示。 “てお り ます。 囲の う ち 、 全開大で実施したも “力週とい う こ と で
■圏、 下降度々‘ついては臥前“実施した事例,週とい う こ と で した。
次、 4 ページをご覧下さい。 こ ち らがク リ ステ レルの実施状況と い う こ と で、 前回同様

表 副こ実施時間 と実施回数の分布をお示 し してお り ます。 最大で実施した回数は前回同様

■ですが、 平均時間,粗、 平均回数が囲匪と な‐てお り ます。
またごぺ‐ジからモニ“ ルグの実緻況“つい‘お示し してお り ま して 、 国が連

続的に実施してお り ますが、 分娩監視装置を一時的に外 した事例や、 途中で移動 して外し

て娩出時“裝着し‘いなかった事例な ど,覊ございま した。
　 　 　 　　　　 　 　 　 　 　 　　

次、 6 ページ以降、 教訓 と なる事例 と い う こ と で圈■■をお示し してお り ま して、 ■■

Iゾページにございます事例を今回新し く 掲載致してお り ます。 こ ち らの事頻りは、 ク リ



ステ レノ朔台児圧出法の実施が脳性麻痺を惹起 した と ｢脳性麻痺発症の原因｣ の項において

記載されている事例を教訓事例 と してお示し致しま した。

8 ページか らでございますが、 こ ち らが脳性麻痺発症の原因 と い う こ と で、 原因分析報

告勲記載わいて分類しま した。 ■“ う ち 、 ク リ “テ リ胎児圧出法“難が脳鰊
痺。原因 と な*事例可Iで、 複数“原因“ わと考え られる事例カ圏ぁ り 、 合罐
Iでした。

3 つ 目 の段落、 主たる原因ではございませんが、 ク リ ステ レルの実施時間や回数等が脳

性麻痺発症の原因に関与した可能性が否定でき ない事例、 また悪化 ･ 増悪 ･ 持続な ど、 増

悪因子と考え られたな ど“事例が囲ございま した。
その他、 原因分析報告書の記載の引用については説明を割愛させて頂き ます。

今回の委員会資料から事例の番号を記載の横にお示し してお り ますので、 気になる事例、

あ るいは確認が必要な事例については、 事例を当確認頂き なが ら ご審議頂ければと思いま

す。

次、 14ページ以降は医学的言鮖価ですが、 こ ち ら も記載の引用にな り ますので、 説明は割

愛 させて頂きます。

2 1ページか らが、 ク リ ステ レル胎児圧出法に関する現況について記載してお り ます。 ほ

ぼ前回 と 同様ですが、 多少修正してお り ます。 前回、 ク リ ステ レル胎児圧出法の効果や利

点について も記載する ほ う がいいのではないか と い う ご意見を頂きま したが、 急速遂娩の

補完と して実施する と いっ た記載のみで、 その有効性についてはエ ビデンスがなかなか乏

しい とい う 記載で、 なかなかポジティ ブな記載と い う も のが見つけ られませんでした。 ま

た今後も検討してまい り ますが、 よ り よい記載方法な どがございま した ら 、 ご意見を頂戴

できればと思います。

24ページか らがク リ ステ レル胎児圧支出法の要約について と い う こ と で (4) と してお示 し

してお り ます。 実際、 やは り 文献を検討致しま しても 、 要約についてはなかなか明確な基
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準がないこ と が現状でございますが、 一応、 急速遂娩の補完と して行 う と い う こ と から 、

吸引分娩や鉗子分娩の要約に準じて記載のよ う に①、 ②、 ③ と い う こ と で、 案 と して掲載

してお り ますので、 また こ ち ら "こついて も ご意見等頂ければ老思います。

あ と は、 前回イ ンフォーム ド ･ コ ンセン ト について どの程度実施すべきなのか と い う ご

意見等を頂きま したので、 例えばク リ ステ レル胎児謳土出法について もイ ンフォーム ドコ ン

セン ト が必要だと い う こ と を要約に入れるべきだと い う こ と が ございま した ら 、 何かご意

見等頂ければと思います。

2) と して 、 ク リ ステ レル胎児圧出法に関連した関係学会 ･ 団体の動き については、 記載

部分をグレーに してお り ますが、 こ ち らの部分につき ま しては、 石渡委員長代理か ら資料

をご提供頂いてお り ますので、 後ほ どご説明頂きたい と思います。

25ページか らは、 提言の冒頭文と して、 概況および現況に記載致しま した内容を要約 し

たものを掲載してお り ます。 こ ち ら もいずれ報告書の公薄長に向けてブラ ッ シュ ア ップして

まい り ますが、 現状は記載を省略させた形で掲載してお り ます。

26ページか ら提言にな り ますけれども 、 こ ち ら についてご検討頂きたい箇所と致しま し

ては、 前回ご意見がございま した通 り 、 双子の場合も実施するのかど う かと い う こ と と 、

単独で行 う 場合、 現状ですと併用する場合についてはガイ ドライ ンに基準がございますけ

れども 、 単独で行 う場合について どの程度提言してい く のかとい う こ と な どについてご検

討頂きたい と 思います。

(3) には、 先ほ ど記載致しま した要約を掲載してお り ますが、 こ ち ら も この程度言って

いいのかな ど、 また さ ら に記載すべきなのかど う か と か、 ご意見を頂ければと思います。

イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト については、 現状は記載してお り ませんので、 どの よ う に

ロ頭で説明するのかな ど と いった具体的なご意見が頂ければと思います。

あ と は (6) に 、 ク リ ステ レル胎児圧出法の実施にあたっての診療録等への記載について

提言してお り ます。 今回、 やは り 事例をみま した と こ ろ 、 その開始時刻や終了時刻、 実施

に
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回数等が記載されていないため検証でき ない事例等も多 く ございま したので、 これについ

て も臨床現場と 照 ら し合わせて どの程度提言して よ ろ しいかど う か と い う こ と についてご

意見を頂ければと思います。

説明は以上でございます。 医会の調査の件について、 よ ろ し く お願い致します,

○池ノ上委員長 医会の調査のご説明を先に頂いて、 総合言掃論致しま し ょ う 。 よ ろ しいで

すか。 石渡委員長代凰 では、 当 日 配布資料①をお願い致します。

○石渡委員長代理 ク リ ステ レルのこ と については、 周産期の委員会で調査を してお り ま

すけれども 、 それはある意味ではご く 限られた、 特に周産期センターの分娩についての調

査であって、 一般の診療所、 あ るいは中小産科医療機関の中で実施されている内容と は状

況が違 う のではないかと思われま して、 それで医会で、 これは学会 と共同ですけれども 、

ク リ ステ レノ翔台児圧出法の実施状況について も調査し よ う と 考えま した。

具体的には、 全ての分娩を扱っている医療機関に対してアンケー ト を行 う わけですけれ

ども 、 そのアンケー ト の内容については、 次のページに書かれてお り ます。

ク リ ステ レル圧出法について も 、 単に片手で押す場合もある し、 馬乗 り になる場合も あ

るだろ う し、 また 、 どの ぐ らいの時間をかける と か、 色々 な方法はある と思います。 特に

こ こで重要視したのは、 いわゆる児頭の高 さ 、 どの程度の高 さからやるか、 あるいはまた

回数については最大何回まで行 う か。 それか ら分娩監視装着と か等々 について質問を10項

目 ほ ど致しま した。

これにつき ま しては、 一応、 にア ンケー ト を回収する予定であ り ますけれども 、

な るべく 本委員会の提言に間に合 う よ う な形で資料を集めていきたい と考えてお り ます。

実は、 ア ンケー ト用紙は印刷になって しま っているので、 修正はち ょ っ と でき ないんで

すが、 実際に不明瞭な点があった場合には、 それについて対応していきたい と考えてお り

ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 これは胎児圧出法についてのご意見を



お伺いしたんですが、 実は、 私は前か ら こ のク リ ステ レル胎児圧出法と い う のは、 我々 が、

今、 臨抹現場で時々 ビッ ト ポーノい;落ち込んでいてかな り 暴力的な と言える よ う な手技をや

ら ざる を得ないよ う な状況で、 その急場を何と か く ぐ り 抜ける と い う よ う なこ と をやって

いる現実があるわけですけれども 、 例えば今石渡委員長代理がち ょ っ と おっ しゃったよ う

に 、 分娩台の上に馬乗 り になって子宮の上か ら一生懸命胎児を押すと い う よ う なこ と がま

まあった り するんだと思 う んですけれども 、 隈本委員か ら最初教えて頂いたポーラ ン ドの

文献、 そ こ にク リ ステ レルの原著が孫引き にあ り ま して、 その ドイ ツ語の原著を色々手を

尽く しま した ら何と か手に入れる こ と ができ ま した。

私の ドイ ツ語の能力は限られてお り ますので、 ドイ ツ語の分かる方にお願いしま して、

それを翻訳して頂き ま した。 翻訳 して頂いたのはいいんですが、 その方がノ ンメ ディ カル

な方でした もので、 何 と な く 分かる んですけれども 、 メ ディ カル夕-ムではないんですれ

ですから 、 論理がち ょ っ と飛んだ り する こ と がある ので、 パブ リ ッ ク にはなかなかできな

い状態で、 それを、 今、 私のよ く 知っている先生にお願い しま して、 も う 少 しそ こ を整理

して、 ドイ ツ語の原文 と比べなが ら 日 本語の医学的な表現と い う のを整理して欲しい と い

う こ と でお願い しています。

ち ょ っ と へんち く り んな 日本語な り に私が読んだク リ ステ レルの原本によ り ますと 、

我々がやっている よ う なも のすごいワー ッ とやる よ う なこ と を決してク リ ステ レルは言っ

ていないよ う であ り ま して、 患者さんの横に立って子宮を両手でつかむよ う な、 子宮の下

に向かって両手でつかんで、 そ して、 色々 ス ク イーズした り 、 軸を動かした り する こ と に

よ っ て子宮収縮を起こ して、 その子宮収縮に よ って臨席を進め る と 。 すなわち 、 4 cm 、 5

cmあた り の段階でも 、 当時、 子宮収縮薬と かないわけですので、 そ こで止ま って しま った

ら ど う し よ う か と い う と こ ろで、 子宮を他の腸と か色々 な臓器から よ り 分けて、 そ してそ

こで色々 な処置を、 子宮を もむんで し ょ う かね やるわけですね それを、 例えば 8 分間

に1 5回やった と か、 そんなこ と をやっているんです為 そ う する と 大体30秒に一遍ぐ らい
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の来るかな と かい う よ う な 、 そ う い う こ と をやっていま して分娩を進行させる訳です。

それか ら 、 恐 ら く 、 今、 こ こで問題になっています出 ロ部での児娩出のこ と ですが、 そ

れはち ょ う ど鉗子分娩が広がってい く 、 あ る いは鉗子の直前は内診指でも って手と か足を

引 っ張 り なが ら 、 胎児はも う 当然死亡 しているわけですけれども 、 死亡 した胎児を何と か

出 さ ない と いけない と い う と き に、 一方、 子宮底から ク リ ステ レルのマニューバを使いな

が ら両方でやる と非常にいい と か、 そ う い う よ う な ど う も原著ら しいんですれ

ですか ら 、 今まで我々 が理解していたク リ ステ レルと い う と 、 も う ワー ッ とやる と い う

のを、 も しク リ ステ レルさ んが今生きていた ら 、 ｢ と んでも ないこ と をやって く れる な。

私はそ う い う こ と は言っていないよ ｣ と き っ と言 う のではないかと思 う ので、 それはそれ

で、 今、 我が国で行われている ク リ ステ レルと一般に言われているや り 方でみんながイ メ

ージするのは、 今の石渡委員長代理の説明にあ り ま した よ う に 、 色々 なこ と がや られてい

るんだろ う と 思 う んですれ

そ う いったこ と を踏まえて、 一般にこれはク リ ステ レル胎児圧出法 と いって本委員会で

は検討しま した と い う 、 大き なまず大前提の説明を した う えでやってい く 必要があるだろ

う と 思います。

ですか ら 、 特に小児科の先生方が、 分娩室をご覧になって、 産婦人科医は何てい う こ と

やっているんだと い う こ と を昔か ら私はたびたび言われていま して、 こ んなこ と が医療か
　 　 　

と言われる よ う な現実があって、 それが ど う も 、 今回の直接原因になったの み紅■■■国
. - 、 - 、 ~ ~ ‐、｣ ‘、.◆ - ~ ■■■■■■I1

ですけれども 、 と い う ふ う に分析されているの “招------ですけれども 、 そ う

い う 手技 と しては、 やは り 非常に特殊な状況であるだろ う と い う こ と を前提でご議論頂け

ればと い う ふ う に思います。 そこ ら辺の整理はおいおいやっていきたいな と い う ふ う に思

ってお り ますので、 ちゃん と した 日本文の格好が整った翻訳ができれば、 先生方にも ご覧

頂いて、 ク リ ステ レルの本来の意味と 、 それか らそれが色々モデフ ァイ されてきて現在の

産科医療でこ う い う ふ う に使われている と い う 、 その変遷と か、 そ う いった こ と も ご議論



頂ければと い う ふ 効こ思ってお り ます。

ち ょ っ と前置きが長 く な り ま したけれども 、 ただいま事務局か ら説明頂き ま した、 それ

から石渡委員長代理か ら も説明頂き ま したこの調査に関 しま して、 ど う ぞご議論頂きたい

と思います。 お願い致します。 いかがでし ょ う か。

○箕浦委員 事務局にち ょ っ と質問なんですが、 骨盤位が あ るんですけれども 、

これは ど う い う 状況なのか。 自 分で調べればよかったんですが、 時間がなかったので、 普

通の轡圏立牽出術の と き に子宮底を押すのか、 後続児頭を押すのか、 その辺が、 後続現し頭

を押すだけだった ら 、 ち ょ っ と こ こ には入らないかな と思いますけれども 、 その辺はど う

だったんでし ょ う か。

○事務局 (御子柴) ただいま確認致します。 お待ち下さい。

○箕浦委員 それか らついでに事務局に、 先進国ではど う い う 状況なのか、 私も知 ら ない

ものですか ら 、 途上国では比較的押しているんですけれども 、 今現在先進国ではこ う い う

ギュ ウギュ ウやる とい う のは行われているのかど う か、 それも ち ょ っ と調べて頂ける と あ

り がたいんですが。

○池ノ 上委員長 分か り ますか。

○事務局 (御子柴) 現状で先進国の文献等を検証してお り ませんでしたので、 あま り 記

載がない と こ ろが多いかな とい う と こ ろまで しかち ょ っ と 。

○池ノ 上委員長 少な く と も私が見ていたアメ リ カでは、 そ う い う圧出法はやっていませ

ん。 僕は 2 つの大学病院しか見た経験はあ り ませんけれども 、 母親の体位を変える と か、

仰臥位のポジシ ョ ンか ら少 しシッテイ ングポジシ ョ ンに変える と か、 そ していきみ方を

色々指導する と か とい う こ と で、 我々 が 日本で教わった圧出は見た こ と はあ り ません し、

恐 ら く 、 米国を中心に ト レーニングを受けた人たちは、 あま り そ う い う こ と はや ら ない と

い う頭が多いんじゃないかと思いますけれども。

ヨ ーロ ッパの一部では、 まだこ う い う ク リ ステ レルの流れがあ り ますので、 ク リ ステ レ
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ルの原法的な意味でのや り 方が残っている と こ ろがあるかも しれませんが、 そこ は僕はよ

く 分か り ません。

○岩下委員 事務局に質問なんですが、 4 ページから 5ページにかけてのク リ ステ レノ朗台

児圧出法の実施時間 と実施回数ですけれども 、 ク リ ステ レル胎児班"出法は色々 なや り 方が

あ り ますので、 例えば回数を数える と き に 、 1 回 と い う のは陣痛が来た と き に何回か押す

の も 1 回 と数えての統計なのかど う かですれ

それか ら 、 実施時間 と い う のは、 同 じ意味でど う い う ふ う にク リ ステ レノ朔台児班≧出法を

行っているかによ る と思 う んですけれども 、 子宮を圧迫する と き に断続的に何回か押す人

もいますし、 持続し的に ぐーっ と押す人もいますので、 そ う い う と こ ろの実施時間 と実施回

数と の関係はど う い う ふ う に統計をお取 り になったのか教えて頂ければと思います。

○池ノ上委員長 分か り ますか。

○事務局 (御子柴) まず、 回数につき ま しては、 原因分析報告書に何回実施した と書い

てある もの をそのまま集計してお り ますので、 診療録等の記載および原因分析委員会での

検証から回数が記載されているかと思いますので、 その回数をそのま ま集計した形です。

なので、 陣痛に合わせて、 例えば 2 回押すと書いてあれば、 2 回 と集計してお り ます。

時間につき ま しては、 ガイ ドライ ンのCQ406において吸引 ･ 鉗子の総実施時間 と か総牽

引時間 と か と い う 定義があるかと思 う んですけれども 、 5 ページの表が半分ち ょ っ と切れ

てお り ますが、 こ ち ら の場合は、 上に注釈を付けてお り ま して、 初回の手技の開始か ら終

了までの時間 と致ま して、 終了 した と記載がある 、 あ るいは児が娩出 した時刻までを終了

と して集計してお り ます。 なので、 1 度途中で休息していた場合でも 、 初回の手技から終

了までを継続的に集計して総実施時間 と してお り ますので、 実際の圧迫時間は、 も う 少 し

短い時間 と な るか と思います。

○岩下委員 分か り ま した。

○池ノ 上委員長 恐 ら く 、 実際には、 も のすごい色々バ リ エーシ ョ ンがあって、 一 口 でク
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リ ステ レル胎児圧出法とい う のではなかなか実態が分から ないんだと思 う んです。 それで、

石渡委員長代理が先ほど説明 して頂いたよ う な、 ど う い う も のが行われているのかと い う

こ と を 、 まず把握する と い う こ と が大事かな と思います。 そ う しない と 、 ど う も分か らな

いん じゃないでし ょ う か。

ただ、 脳性麻痺発症 と い う こ と からいき ますと 、 そ こ に胎児謳土出、 色々 な形での圧出法

が関わっている と い う こ と は事実で来ていますので、 それをある程度、 前方視的ではない

んですけれども 、 レ ト ロ スペク テ ィ ブに全例を見なが ら ど う い う 結果になったか と い う こ

と を明 らかに して頂く と 。 そ う い う 大がか り な調査を して頂 く と い う こ 国こなるんだろ う

と 思いますけれども 、 石渡委員長代理、 それでよ ろ しいですか。 はい。 あ り が と う ござい

ます。

○岩下委員 石渡委員長代理のこのアンケー ト 内容は、 こ の前拝見して、 これはすばら し

い詳細でよ ろ しい と思 う んですが、 も う これは発出 されたんでし ょ う か。

○石渡委員長代理 これか ら発出するんですけれども 、 印刷はされているんです。 ですか

ら 、 会員から 、 例刻まこ の児頭の高 さ 、 こ の括弧が何かと か、 そ う い う よ う な問い合わせ

は来る可能性はある と思います。

○岩下委員 1 ページ目 の 、 これは本会 と直接関係ないこ と ですけれども 、 木下先生以下

が出て、 学会は増崎先生だけになっていますので、 医会の調査だった ら除き ます し、 学会

を入れる な ら理事長まで入れたほ う が よいと思います。

○石渡委員長代理 一応、 これは海野教授にも ち ょ っ と確認したんですけれども 、 初めは

医会だけの名前だったんです。

ただ、 今後 と も 医会 と学会が共同でやる事業がた く さ ん出てき ます。 前に周産期委員会

で調査されています裏為 それで学会の周産期委員会の名前を入れさせて頂いたんです。

○岩下委員 できればき理事長名 も入れたほ う が後々 問題にな ら ない と 思 う ので、 よ ろ し く

お願い します。
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○石渡委員長代理 分か り ま した。 今回は印刷されているので、 口頭でお伝え しておき ま

す。

○藤森委員 確認なんですけれども 、 3 ページか ら 4ページの 4 で し ょ う か、 ク リ ステ レ

ルの と き の内診所見に関 してなんですけれども 、 子宮口 はほぼ言鮖面 されていて不明 と い う

のは ですけれども 、 児頭の下降は不明 と い う のは、 これは単純に記載がな

い と い う こ と でよ ろ しいんでし ょ う か。 全開大 と だけ書いてあって、 ステーシ ョ ンに関 し

ては書いていない と い う こ と でよ ろ しいんで し ょ う か。

○事務局 (御子柴) はい。 さ よ う です。 原因分析報告書に書いていないものの う ち 、 診

療録に記載がないもの 、 あるいは原因分析報告書に記載がないものかも しれませんが、 結

果と して原因分析報告書に記載がないものでございます。

○藤森委員 分か り ま した。

それか ら も う 1 点、 今回の症例の中には入っていないんですけれども 、 臍帯脱出の と き

と か、 ク リ ステ レルを併用 しなが ら微弱陣痛だか らオキシ ト シンを併用 した と か書いてあ

る も のも あった と 思 う んですけれども 、 この中でプロ ス タ グラ ンデイ ンE 2 は出ている よ

う ですけれども 、 そ う い う 陣痛促進剤を併用 した症例があったのか、 また途中か らそ う い

う ふ う に 、 私の記憶ではあった と思 う んですけれども 、 使用に関 しては ど う なのかと い う

のは、 僕は入れて頂いたほ う がいいよ う な気がするんですけれども。

○事務局 (御子柴) 薬剤の内訳はち ょ っ と記載してお り ませんが、 1 ページか ら続き の

表 1 に、 ページの上方にな り ますけれども 、 出生体重の 2 つ下あた り に収縮薬の使用 と い

う こ と で、 ち ょ っ と メ ールで送付させて頂いた資料には掲載してお り ませんでしたが、 件

数を麻致しま “たころ、 ■とい う こ とぬってお り ま したo
o藤森委員 あ り が と う ございます。

それか ら 、 最終的には、 ク リ ステ レル胎児圧出法について、 ど う い う 方向性で提言する

のかとい う のが少 し気になっていて、 24ページのク リ ステ レル胎児圧出法実施に よ る要約
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と い う こ と で、 こ う い う こ と を満た している と き には考えて も ら ってよ ろ しいよ と い う 方

向にするのであれば、 こ こ の表現に沿ったよ う なその分析をやっぱ り したほ う がいいんじ

ゃないかと思 う んです為

例えば、 児頭骨盤不潔鬚衡がない と い う のは、 これは骨盤計測 と かしている と こ ろ 、 我々

もや り ません し、 やっ ている と こ ろ と い う のはほ と ん どないよ う な気がするんですけれど。

それか ら緊急帝王切開に移行でき る準備があ る と い う のも 、 これも 、 じや あ実際帝王切開

を決めてから何分かかっているのか。 例えば 1 時間以上もかかっているんだった ら 、 じゃ

弱準備できていなかったん じゃないかと か、 そ う い う こ と が言えるかも しれないので、 最

終的な提言を どこ に持ってい く かと い う のを見据えなが ら 、 分析も ち ょ っ と変えたほ う が

いいよ う な気がするんですけれども 。 そ う じゃない と 、 非常にぼやけて、 全て要因が出て

きて、 じやあ何を言いたかったのかと い う こ と にな り そ う な気がするので、 ち ょ っ と 心配

していま した。 お願い します。

○池ノ上委員長 やは り 、 今の藤森委員のご意見は、 非常に重要だ と 思 う んですれ こ こ

で見ますと 、 ク リ ステ レル胎児圧出法が非常に大き く 取 り 上げられていますけれども 、 実

際の産科医療の現場だと 、 簡単な圧出法みたいなのはかな り 行われていて、 現実は、 も う

ルニティ ンの操作になっているんだと思 う んです為 その中で深みにはま って しま ってに

っ ち も さ っ ち もいかな く なって、 結果的に脳性麻痺につながった と い う ケースが ど う い う

経轍導で入っていったのかと い う こ と が明 らかになればいいんですが、 恐 ら く 、 そ こ まで記

載が十分あるかど う か と い う のは、 ち ょ っ と 事務局ではつかまえ られないんじゃないかと

い う ち ょ っ と気も します。

ですか ら 、 石渡委員長代理が立派なこれをつ く って頂いて医会 と学会でやって頂 く と い

り 、 こ ち ら の現状、 これは児の予後も入っているんですか。 児の予後は入っていないです

九 私も 、 今 臥 見せて頂いて、 申 し訳ないですけれども 、 ■。
○石渡委員長代理 ■の,プガールカアにち ょ っ と書いてあ り ます。 あま り 細かいこ
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と ま で“浅

0池ノ 上委員長 恐 ら く 、 これが初めて こ の胎児謳土出法に関する 日本の産科医療の現状の

細かい調査になるんじゃないかな と い う ふ 引こ思 う んですれ ですから 、 脳性麻痺と い う

観点から 、 限 られたグループで、 かつその中で圧出法が ど う い う ふ う な立場にあるかと い

う こ と 々こついては、 今、 藤森委員からのご指摘があったよ う な点でち ょ っ と観点を整理し

て頂けれほかいかと ,思いますけれども 。 なかなか細かい と こ ろまでいけるかど う か と い う

のは、 今の段階ではち ょ っ と難しいかな と る沈思いますが。

ただ、 実質、 こ う い う 資料でこ う い う ケースがあってこ う なっている と 、 我が国の産科

の現状の中では、 脳性麻痺発症からする と胎児圧出法 と い う のは無視できませんよ と い う

よ う な と こ ろが提言できればいいんじゃないかな と思いますし、 その中でク ライテ リ アは

どこだ と か、 何回だと か、 その と き の条件が ど う か と い う と こ ろの 、 各論までいけるかど

う か と い う のは、 私 自 身は今まだ不明なんですけれども 、 ど う ですか。

○箕浦委員 確認ですけれども 、 石渡委員長代理のこの回数と い う のは、 何回の陣痛と い

う 意味ですれ 回数“二

○石渡委員長代理 陣痛 と の関わ り ですか。 何回押したかと い う こ と の回数になっている

と思います。 ですから 、 時間はこ こ には入ってお り ません。

○箕浦委員 1 回の陣痛でも 2 回押せば 2 回 と い う こ と を こな る と い う 意味ですか。

○石渡委員長代理 1 回の陣痛でも 2 回押 した ら 2 回 と い う ふ う なカ ウ ン ト になる と思い

ます。

○箕浦委員 ああ、 そ う い う こ と ですか。 分か り ま した。 その辺ち ょ っ と ア ンケー ト の結

果、 混乱 して く るかな と思います。

○隈本委員 前回の原因分析委員会で、 今、 こ の ク リ ステ レルについて、 次回のガイ ドラ

イ ン改訂の と き にそれを盛 り 込む と い う よ う なお話を されていた先生がい ら した よ う な気

がするんですけれども 、 違いま したっ け。 これはなかったですか。
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○池ノ上委員長 誰かご存じですか。 僕はち ょ っ と 。

○川端委員 記憶にな く て 、 その辺は関係ない と 思 う んですれ

○事務局 (御子柴) 日 本産科婦人科学会の前回の学術集会の と き に検討されていた時点

では、 解説に現状よ り は多少記載が追加 される よ う なお話を されていたかと思 う んですが、

具体的な記載内容については、 現状、 資料等をご準備してお り ません。 次回までに例えば

確認する と い う こ と は可能かと思いますし、 恐 ら く 、 次回の こ のテーマの審議の と き まで

には、 先生、 概略が決ま り ますれ

0川端委員 確か、 新しいのもそ う い う ス タ ンスで、 解説にち ょ っ と慎重に と い う よ う な

形で離洲し られる こ と 々こな る と思います。 確か、 そ う い う ふ う に記憶 していますけれども。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。

○隈本委員 そ う い う 意味では、 ガイ ドライ ンに盛 り 込むよ う なエ ビデンスがある 日沈思

えないんですよ 1為 恐 ら く 、 今回が初めての実態調査であ り 、 恐 ら く 、 アメ リ カでや られ

ていない とする と 、 ア メ リ カでちゃん と したデータがあるわけでもな し と い う こ と るこなる

と 、 恐 ら く 、 エ ビデンスはない と 思 う んですよ。

こ こで本委員会の鼎の軽重が問われる と い う か、 要する に、 恐 ら く 、 こ のエ ビデンスを

待っている と 、 こ の話、 も と も と がク リ ステ レルは馬乗 り か ら ち ょ っ と押すまで全部入っ

ている と い う こ と 自体が医療手技と して ど う かな と い う 部分がある 。

ただ、 ク リ ステ レルをやっちゃだめみたいな感じで、 絶対おなかを さわった らだめみた

いなふ う になった ら困る と い う 実情も よ く 理解した う えで、 こ う い う こ と な らばこ う であ

る と い う こ と を 、 こ こから先は危険だみたいな こ と が分かる と い う こ と が と て も大事なこ

と だ と思 う んです。 それはこれからの若いお医者さんに と っ て も 、 すごく 大事なこ と だと

思 う んです為

問題は、 そのエビデンスは、 恐 ら く ずっ と待っていて も蓄積される こ と がない し、 介入

的研究なんかも あ り 得ない と思 う と 、 そ う する と 、 本委員会でこ う い う こ と があった ら脳
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性麻痺になった事例があ る ので、 こ う い う こ と はやめま し ょ う 、 せめて こ う い う こ と だけ

はやめま し ょ う みたいな、 そ う い う こ と を出すのを 目標に したほ う がいいん じゃないかな

と思 う んです。 それは本当に科学的に誰が見ても問題ない、 その通 り だ と い う よ う なエビ

デンスを出すのは、 やっ ぱ り こ の問題については無理で、 しか し、 明 らかに帝王切開 も陣

痛促進剤もない日藷tにやっていて提言された こ と が、 いまだにその言葉が生きていて、 し

かも ど う い うや り 方かと い う こ と については教科書にも書いていな く て と い う よ う なこ と

について 、 これはそ う い う こ と も書き込んだ う えで、 やは り これ以上の こ と はやった ら脳

性麻痺になった事例が何件あ り ますよ と い う警告を発するのが、 こ の委員会の 目標なんじ

ゃないかな と い う ふ う に思 う んですよ }乱

だから 、 あま り 恐れずに とい う か、 どこか ら言われて も科学的に胸が張れる と い う よ う

なデータ は永久に出て こないわけですから 、 それがないから と いって、 あま り 恐れる こ と

はないん じやないかと 。

ただし 、 最後の最後、 押 しちゃだめ と い う わけではないんだと い う こ と については、 そ

の注釈で入れてもいい と思 う んですけれども 、 僕はそ う い う ふ う に思 う んですが、 ど う で

し ょ う か。

○池ノ 上委員長 今の ご意見に何かございますか。

私も今の隈本委員 と全く 同 じで、 あ る と こ ろで常識的なもの と い う のが働いて く るサイ

ンはあるんだと思 う んです。 それをエビデンスで云々 と い う よ り も 、 こ う い う 状況はやっ

ぱ り 押さ ないだろ う と い う よ う な こ と を 、 大体みんなの コ ンセンサスが得られる点と い う

のがあるん じゃないかと い う ふ 到る思 う んです為 非常にグレ-ゾーンで、 さ あ 、 ど う す

るか と い う と こ ろは、 あ る程度のそ う いった判断基準を求め られる と 思いますけれども 、

これはないでし ょ う と い う よ う な と こ ろが関わって く る んだと思 う んです。

例えば、 そ こで心肺停止になった人がパタ ンと倒れた と き 、 昔はみんなでバー ッ と行っ

ていますけれども 、 今は と にか く 人を呼びな さい と い う わけで、 大き な声を出 してた く さ
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ん人を呼んで、 それか ら心肺蘇生を始めま し ょ う と い う よ う な方向に移っている と い う の

と全 く 同 じで、 ど う し よ う かな と 出 口部で ど う していいカメ分から ないよ う な状況に、 医療

者その も のが現場でパニ ッ ク になる よ う な状況 と い う のは分娩の と き はあ り得るんです為

そ う い う と き には、 と にか く 人を呼びな さい と 、 あち こ ちに連絡を しな さい と か と い う 、

そ う い う 基本的な産科のあ り 方の問題 と い う こ 割こ 、 触れる 、 そ う い う 必要は出て く るだ

ろ う と 。

昔の よ う に 、 こんな こ と を言って誤解があった らいけませんけれども 、 昔の よ う に胎児

死亡 と か新生児死亡 と 力羽茵障害の発生 と かい う こ と がも のすご く 多かった日幇モは、 そ う い

う 問題はそんなにク ローズア ップされていなかった し、 む しろ低栄養だ と か、 感染だと か、

そ う いったこ と が問題になっていたんだ と思 う んですけれども 、 そ う い う も のが解決され

て く る と 、 今、 こ こ で議論されている よ う なも のがク ローズア ップされて来たわけで、 そ

れはなかなか隈本委員がおっ しゃ る通 り 、 エ ビデンス を待っていたのでは何十年かかるか

分か らない し、 恐 ら く 、 出て こ ない可能性がある と思いますれ

○隈本委員 1 つ参考になるのは、 吸引分娩20分 5 回 と い うルールも 、 特に何らかのエビ

デンスがあって と い う か、 そ こ で決ま ったわけではないわけですよ 》為 やは り 専門家の合

意事項と して、 これ以上やった らやっぱ り 常識外れだろ う と い う 、 そのガイ ドライ ンが決

ま った と い う 。 僕は、 やっぱ り そ う い う よ う な部分がこのク リ ステ レルにも ある と 思 う の

で、 だから 、 そ こ は、 例えば本委員会でこ う い う 事例でこ う い う こ と が発生 している と い

う こ と をはっ き り 書いた う えで、 これ以上の こ と はやめま し ょ う みたいな、 あ る数字を決

めて もいい と思 う んですよ。 それが科学的エビデンス云々 と い う 話ではな く て 、 やっ ぱ り

専門家の合意 と い う 、 推奨レベルと い う のはあ り 得る と思 う んです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にご意見ございますか。

○市塚客員研究員 難,どの箕浦委員の質問の回答なんですけれども 、 .中■が双胎
妊娠で、 その双胎妊娠でク リ ステ レルを使ったのは、 第 1 子が頭位で娩出後第 2子の心舶
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が徐脈が認め られたために軽く ク リ ステ レルを行った と原因分析に書いてあ り ま して 、 そ

の軽いク リ ステ レルで排臨になって娩出 した と い う症例ですので、 後続観じ頭に対して行っ

た も“ではない と い う のが.
あ と は、 通常の単殿位の経潮室分娩 ト ライ アル中に仮死が出た後に、 横 8 の字だ

けでは躯幹が、 肩が出ない と 。 その段階でク リ ステ レルを併用 して、 肩 ･ 肩甲を出 した後

･‘カイ ト ““ -で出さ“ と い う の洲■。
は、 最後の妊婦f請輻診、 36週の妊婦健診では頭位だったんですけれども 、 陣発で

入院していた と き には骨盤位になっていた症例で、 これは努責を開始しますが、 有効な陣

痛が見られず、 分娩記録にはク リ ステ レル胎児圧出法と記載されている圧出を加え、 片足

ずつ娩出 した とい うふ う に書いてあ り ます。 その後、 横 8 の字を行ったが、 上肢が挙上し

たため挙上を解除し、 児頭が下降せず恥骨上部を圧迫してフ ァイ ト ス メ リ ーを実施 し娩出

と い う ふ う になっている症例です。

○箕浦委員 分か り ま した。 じや あ 、 要するに、 純粋に後続児頭を出 した と い う だけ じゃ

ない。

○市塚客員研究員 ではあ り ません。

○箕浦委員 こ こ に入れて もいい と い う こ と です為 分か り ま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他に何かご意見ございますでし ょ う か。 よ ろ し

いですか。

それでは、 ク リ ステ レルについては、 ち ょ っ と これから整理していかない と いけない部

分がた く さ んある と思いますし、 それから 、 石渡委員長代理で進めて頂く こ の全国調査の

結果がかな り 影響して く る 、 再発防止 と して も影響して く る部分が出て く る ん じゃないか

と い う ふ う に思います。 そ う いったこ と をに らみなが ら作業を進めてい く と い う こ と にな

ろ う から思います。 事務局、 何かあ り ますか。

0事務局 (御子柴) 先ほ どもお伝え しま したが、 双胎の場合に どの程度実施するのか。
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今回“事例吻中“■は飽子を娩出する と き 、 第 2 子がまだお効の中にいる状態でク
リかけ掩実施はいる事例灯が.あ と ,ま と と 、 実際、 現場でど“皺牙テわれて
いて、 今後それについて どの よ う みこ管理していった らいいか、 あ るいは実施してい く にあ

たって どの よ う に注意した らいいのかが 1 点ご意見を頂きたいこ と と 、 あ割ま惟診療録等に

先生方がク リ ステ レル胎児圧出法を実施した際に実際に どの程度記載を されているのかと

い う こ と です。 今回、 どの程度の持続時間で、 どの程度の回数行っていたのかと いった と

こ ろ も検証した く 確認した と こ ろ 、 記載がない事例も あ り ま した し、 先ほ ど藤森委員から

ご指摘頂いたよ う に、 児頭の下降度、 ステーシ ョ ン、 そ う いったも のの記載がない事例も

多 く あ り ま した。 例えば、 そ う いった記載について何か提言してい く べきなのか、 あるい

は、 どの程度記載されているのが現状なのかと い う こ と について、 産科の先生方から ご意

見を頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長 いかがで し ょ う 。 ち ょ っ と難しいかも しれませんけれども 、 今のは双胎

分娩時における子宮底圧迫ですれ 恐ら く 、 程度の問題だと思 う んですけれどもね 第 1

子が全開でそこに来ていて、 娩出力がなかなか う ま く いかない。 そこで押した。 これはあ

る意味ではク リ ステ レルの原法どお り やって、 そ こで子宮収縮が復活してき てギュ ウギュ

ウ と き て出た と い う こ と も あ り 得る し、 ク リ ステ レルの原著では双胎でも相当やっている

んです。 も ち ろん、 当時は死産もかな り 多いので、 今 と 同 じ よ う には考え られませんけれ

ども。

ですか ら 、 先ほ どか ら議論がある よ 引こ、 も のすごい暴力的と思われる よ う な胎児圧出

であれば、 それはやっぱ り 問題があるんだろ う と 思いますし、 軽い子宮底の圧迫を加えて

第 1 子の娩出を図 る。 前提と なる のは、 両児の胎児心拍数が しっか り していて、 胎児認蕁能

不全の状態には追い込まれていない と い う よ う な こ と があっ て、 あ と は起こ る とすれば、

第 2 子がも し骨盤位だった と き に脊損を起こすと か、 ス ターゲイ ジングポジシ ョ ンで押し

ちゃ う と脊椎がおかし く なる と かい う よ う な こ と も ないこ と はないので、 その押 し方の問
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題、 強さ の問題と い う こ と も ある ので、 双胎の場合の子宮底圧出を どの程度考えるかとい

う のは、 恐 ら く 、 色々 な先生方で幅があるん じゃないから思いますけれども 、 石渡委員長

代理、 いかがですか。 先生の個人的なご意見で結構です。

○石渡委員長代理 私は双胎の場合はや らないので、 全然。 今、 先生、 双胎の場合は、 や

っぱ り 条件が悪い と 、 ほ と んど帝王切開になっています黄熟 昔と今 と はずいぶん違 う と

い う ふ う に思いますが、 私自身はク リ ステ レルをかけない。

○池ノ 上委員長 かけない。 藤森委員、 いかがですか。

○藤森委員 私は何回かやった こ と があ り ます。 先生おっ しゃったよ う に 、 やは り モニタ

リ ングが よ く て と い う こ と はも ちろんで、 かつ、 やは り 最初の子がモニタ リ ングが悪かっ

た り する と 、 そのまま圧出 して と い う か、 吸引 して、 そ う する と 次の子もそのま ま出 した

後に破膜して、 そのま ま引っ張って く る と かな と い う こ と は何度かあ り ますけれども。

これはまた結果論ですけれども 、 う ま く はいっていますけれども 、 やは り 、 でも 、 その

と き も さ ほ どそんなに強く 押 しているわけではないですけれども 、 2 人 目 の子はむしろ押

さ ないで出ている ほ う が多い と 思いますけれども。

ですか ら 、 結局、 2 人 目 の子の状態の把握をき ちんと できているかど う か と い う こ と だ

と思いますし、 やっぱ り 2 人 目 の子がそのまま出ない と い う こ と になる と帝王切開になる

可能性はあ るわけなので、 最近は、 石渡委員長代理がおっ しゃったよ う に 、 我々 も 、 お子

さ んの数も減っている こ と も あ り ますけれども 、 ツイ ン と い う こ と だけで帝王切開する こ

と も 、 も ちろん希望があればやっているのが現状ですので、 経自室分娩は本当に年間非常に

少な く なっ ているのが現状だと思いますので、 あま り ク リ ステ レル、 最近、 ツイ ンでミ〕る

と い う こ と はあま り ない と思います。

○池ノ上委員長 ク リ ステ レルの原法では軸を、 胎児の軸 と骨盤の軸を合わせる と い う の

も原法の中には重要な要素 と して書いてあるんですれ 特に 2子の場合は、 1 子が出た後、

2 子が軸がずれた り してなかなか定ま ら ない と い う よ う な と き に、 腹壁上か ら手技 と して
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やる と い う こ と はやられていた し、 今は減っている のかも しれません。 今の よ う な状況か

らい く と 。 だけ ど、 それはあ り 得るので、 双胎だからだめ と い う よ う な、 これも またエビ

デンスはないんだと思 う んですよ。 箕浦委員、 何か、 先生のご経験と かご自身のご意見は

いかがですか。

○箕浦委員 皆さんと 同 じで、 ほ と ん ど双胎では押した と い う 記憶が実はないんです。 特

に最近は、 ほ と ん どみんな帝王切開 と い う格好になっていますので。

○川端委員 私も双胎で押した記憶はないんですけれども 、 双胎ですと子宮自体が も のす

ごく 大き く なっていま して、 ク リ ステ レルを強 く やる と子宮破裂を起こ しそ う な 、 そ う い

う 恐怖感があって、 少な く と も強いク リ ステ レルはでき ない。 誘導する程度の こ と はある

かも しれない と い う と こ ろで、 双胎をク リ ステ レルでど う い う ふ う に と ら えるかと い う の

は、 ち ょ っ と別に置いておいたほ う が よ さそ う な気が しますけれども。

○池ノ上委員長 あ り が と う ございます。 岩下委員、 いかがですか。

○岩下委員 私の所は全例双胎は帝王切開ですれ ク リ ステ レルはやってお り ません。

○池ノ 上委員長 はい。 大体皆さんのご意見 田ホ･矮諄員は何かご意見あ り ますか。 児を受

ける側 と して “浅 大体そ う い う と こ ろなので、 私 自身と しては、 川端委員のご意見 と 同 じ

よ う な考え方で、 誰が見て も これはひど過ぎる と い う よ う ないわゆる圧出 と い う のは、 皆

さ ん、 おや り にな ら ないだろ う と 思 う んですけれども 、 原則的に今は帝切する率が上がっ

てきている と い う 、 そ っ ちか らい く と 、 そのニーズが減っている と い う 、 そ う い う 現状を、

も し何か提言で出すとすれば、 そ う い う こ と になるだろ う と 。 具体的にはなかなか記述は

難しいん じゃないかと思いますけれども 。 よ ろ しいで し ょ う か。

0勝ネ･接さ員 今、 先生方のおっ しゃ られたよ う なご経験の中で、 その と き はち ょ っ と慌て

た形で何度が押したん じゃないかと い う感 じだと思 う んですけれども 、 先生方はカルテに

はどの程度その こ と を書かれる ので し ょ う か、 これはち ょ っ と押 しているだけだか ら書か

ないのか、 やっぱ り やる前にも う 1 度 どこ まで下 り てき ているかと か見てそれも含めて書
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いた り と かする も のなのか、 記載について どの程度を常識にする こ と ができ る のかと い う

観点で、 ど う なのかな と思 う んですけれども。

○池ノ 上委員長 私たちは大学の教育機関なので、 若い先生に、 と にか く 記述を しな さい

と言っています。 ですから 、 軽 く 子宮底に圧をかけて児の軸を整えた と かい う よ う な記載

になっている と思います。 例えば、 非常に慌てて出 口部、 ガー ッ と 押 した と か と も しあれ

ば、 そ う い う こ と も記載する。 そ う い う のはなるべ く しないよ う に言っていますので、 そ

う い う記載はないけれども 、 軽 く 子宮底を圧迫した と い う よ う な記載はやっています。

ただ、 一般の診療施設でそこまでやっているか、 あ る いは、 そのこ と を全部ク リ ステ レ

ルにて圧出 と い う ふ う に書いて しま っているかも しれない し、 そ こが明確でない と い う の

が今の実情ではないかな と思いますけれども 、 いかがですか。

○石渡委員長代理 通常、 多少の圧迫をする ぐ らいの程度の ものは、 カルテには記載して

お り ません。 私“浅 要する に、 両手で体重をかけてやる よ う なク リ ステ レルについては書

き ますけれども 、 それ以外の軽 く 押す、 片手でやる と か、 そ う い う程度のものであれば、

カルテに記載してお り ません。

○勝村委員 両手で体重かける場合は、 どんな書き方になるんですか。 全部終わってから

落ちついてか ら書 く 感 じ しこな る んで し ょ う が。

○石渡委員長代理 カルテに記載する と きですか。 終わってからです。

○勝村委員 その と き に どこまで下 り ていた と か、 そ う い う こ と まで全部書く んでし ょ う

　　　

○石渡委員長代理 その状況について書 く 場合も ある し、 書かない場合もあ る し。 必ずし

も全部が吸引分娩 と か鉗子分娩 と かの手技と 同 じ よ う な形では書いてお り ません。 それは

私の病院の場合です。

○川端委員 産科手術と しての記載はないですけれども 、 パル ト グラ ム と い う のがあって、

子宮 口が どの ぐ らい開いていて、 児頭が どこ の高 さ まで来ている と い う 、 それが 1 つグラ
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フになっています。 その中にク リ ステ レルをやったか、 や ら ないか、 と い う こ と は記載さ

れて く る 。

それか ら 、 ク リ ステ レルを病名 と して挙げるかど う か と い う と こ ろで 1 つ、 ク リ ステ レ

ルはち ょ っ とやっただけだま と い う と 、 今、 説明があったよ う に、 書かない し、 だけ ど、

術者 と い う か、 術を行 う 人間がそれな り の効果を期待してそれな り の強さでやった と き に

は、 ク リ ステ レルと い う 病名 を入れておいて よ と い う 話になって く る んですれ 誰かが病

名 を全部 3 回以上ずっ と列挙しているわけですれ 生まれる と き に。 その中にク リ ステ レ

ルを入れるか入れないかの判断は、 担当医が必要と考えれば入れる と い う 、 そ う い う もの

だ と思いますけれども。

○石渡委員長代理 例えば、 吸引分娩 と かそ う い う 場合には保険点数が付いていてき ちん

と請求でき ますけれども 、 ク リ ステ レルと い う のは保険点数もないんです為 ですか ら 、

どこ の病院でも ク リ ステ レルをかけたから記載するかと い う と 、 あ るいは手技についての

料金を要求するかとい う と 、 そ う い う こ と “まないので、 吸引分娩 と はち ょ っ と違います。

○藤森委員 確認を して欲しいんですけれども 、 ク リ ステ レルは保険点数は付いていた と

思いますけれども 、 付いていませんでしたっ け。 多分、 付いている と 思います。

○市塚客員研究員 僕の記憶でい く と 、 診療報酬にある ので、 保険請求の件数をチェ ッ ク

する と 、 あ る程度意識してやっている ク リ ステ レルに関 しては、 日 本の実数と い う のは分

かる と思います。

○藤森委員 付いています。 数百円の程度だった と思いますけれども。 ご く ご く 安かった

と思いますけれども。

0市塚客員研究員 少 し点数が引 き上がった と い う 経芻緯も ある よ う です。

○藤森委員 それから 、 我々 は、 確か、 以前は分娩簿にも ク リ ステ レルのチェ ッ ク があっ

たんですけれども 、 今はな く て 、 分娩記録にはク リ ステ レル併用 と い う ふ う に書く よ う に

は話を しています。 どの程度詳し く 書 く かに関 しては、 う ま く いっ た と き には、 多分、 ほ
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と ん ど書かないと思います。 つま り 、 何回押した と か、 何分押した と か、 そ う い う こ と は、

分娩が う ま く いっ て、 アプガース コア も よ く て 、 臍帯動脈箇Lガス も よ く て 、 そ う い う と き

にはあま り 書かないと思います。 それは多分吸引分娩なんかでも 、 多分そ う だと思 う んで

すけれども。

ただ、 う ま く いかなかった と き 、 つま り 、 吸引分娩 と か併用 して分娩停止で帝王切開を

した と かと い う と き には、 ステーシ ョ ン どれぐ らいで引いて、 ク リ ステ レル併用 したけれ

ども 、 分娩停止の診断で帝王切開 した と い う ふ う にかな り 詳 し く 書いている と思います。

多分、 そ う い う と こ ろが多いん じゃないかと 思 う んですけれども。 新生児の結果が よ ろ し

い と き には、 多分、 あま り 書いていないのが現状だと思いますけれども。

0勝*･援季員 今回は、 あま り 事故を起こ してお られないこ こ にお られる先生方のお話と は

また違って、 かな り 結果が悪く なっ ている けれども どんなふ う に押 したのかが よ く 分から

ないケースがやっぱ り 多いので、 も う 少 しやる場合は書いて欲しい と い う よ う な趣旨を出

して もいいん じゃないかな と思います。 それが意識されて、 あ る程度大丈夫みたいな と き

でも 、 その と き に子ども の状況はど う なのかと書かなあかん と思 う と 、 またち ょ っ と 右鶴認

するみたいなこ と も あるだろ う し、 安易に始めて しまわないみたいなこ と も言ってい く べ

き なんじゃないかな と思 う んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 今、 藤森委員がち ょ っ と言われたよ う に 、 昔はク リ ステ レルと い う 項 目

は大抵あ り ま した よれ

○藤森委員 あ り ま した。

○池ノ 上委員長 パル ト グラ ムにも記載する よ う な。

○藤森委員 はい。 あ り ま した。 多分、 周産期登録にも今は入っていない と思います。 ち

ょ っ と確認でき ないんですけれども 。 市塚客員研究員、 ど う ですか。

○市塚客員研究員 多分、 入っ てはいないでし ょ う 。

○池ノ 上委員長 今、 勝村委員がおっ しゃっ た よ う な と こ ろの提言に、 我々 の手持ちの資
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料か らだんだんだんだん言える よ う な状況が分かれば出 していける し、 やっぱ り 記載はち

ゃん と して下さい と い う こ と は、 ずっ と最初から我々 の提言と して出 しているので、 その

中の 1 つに、 やっぱ り ク リ ステ レルと い う の も非常に占める ウ ェイ ト が大きいですよ とい

う よ う な提言 と いいますか、 情報発信はやは り してい く 必要があるだろ う と い う こ と です

れ どの レベルをク リ ステ レルと してちゃん と記載するかと い う と こ ろが分からない と い

う のが、 今の現状だと思 う んです為 そこ ら辺も整理できれば、 少 し役に立つ発信データ

になるん じゃないかな と い う ふ う に思いますが。 さ て 、 よ ろ しいで し ょ う か。 他には何か。

○帳本委員 これは再発防止のために、 原因分析の報告書にク リ ステ レルが循環を悪く し

た可能性があるみたいな感じで書かれた も の と 、 あ と 、 医学的評価で ｢一般的でない｣ 以

下に訃鮖面 されたものについては件数を明示して頂きたい。 僕は、 ク リ ステ レル全部が悪い

と い う ん じゃな く て 、 今、 ク リ ステ レルと 呼ばれている 中で、 と ても ク リ ステ レルさ んが

聞いた ら怒る よ う な押 し方と い う のがあるはずなんです長為 そのこ と が 、 も し こ の脳′性

麻痺につながっている危険性がある と い う こ と が この委員会でわかったんだった ら 、 具体

的な件数を書いて、 そ して提言の文章の中にそれをつ く って欲しいです。

そこ に本委員会が着 目 している と い う こ と が世の中のお医者さんに知 られるだけでも 、

これはある程度のむちゃな行為の抑止効果になる と思 う ので、 ぜひ原因分析の中で、 なか

なか主因 と い う のになっている のはない と思いますけれども 、 原因 と して明確に長いこ と

圧出 し続けたこ と によ って循環が悪く なった的な こ と が書いてあ る も のがイ祚牛あ り 、 そ し

て医学的評価で一般的でない以下に評価されている も のが何件あ る と い う こ と を明記して、

文章 と して一文つ く っ て頂きたいんです。

○事務局 (御子柴) 本 日 の資料 1 の 8ページに記載してお り ま して 、 先ほ ども ご説明 さ

せて頂き ま したが、 主たる原因になった事例けが■、 複数の原因のりと考え られる事例り
を合計する と.あは した と い う こ と を、 8 ページの四角囲みの下、 3) の あた死文章
で記載してお り ます。
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その中で、 医学的評価で指酵商があった事例については、 主たる原因になった と い う 事例

で分娩方法の見直しを行わなかったこ と そこついて医学的静鮖面で指摘されてお り ます。 それ

が ｢一般的でない一 以下ですれ

主たる原因の 1 つ と して考え られた事例については、 医学的笄鮖価で双胎について行った

こ と を指摘してお り ます。

そ“低 主た･原因“要因 と “て考え られた.については、 ク リ かけ船舶出法
の方法について記載されている も

的評価は記載されていないものが

その他増悪因子については合言

で、 主たる原因の要因 と されたんですが、 医学

と い う こ と そこなってお り ます。

ゞざいま して、 ク リ ステ レル胎児圧出法を実施する

際“要約.守られていなかった と い う 指摘があった事例･逼、 方法が適切でなかった と
い う 事例カ圏、 顱で実れたこ と が適切でない と 言鮖価 された事例=が■、 分娩方法“
見直しを行わなかったこ と .適切でない と された事例･覊ございま した。
○帳本委員 とする と 、 25ページの今後の提言に、 今、 上か ら 3 パラ グラ フ 目 、 分析対象

■“おい‘こ う こ う ‘ う だと い う " ,こわ鰤まで書いて頂いて、 要す変に“文
章自体が、 こ う い う ふ う そこ評価されている も の も ある よ と 。 そ して原因になった も のがこ

れだけある よ 、 低 く 評価されている ものはこれだけあるんです、 脳性麻痺になっています

よ 、 皆 さん、 と い う こ と を書く と い う 、 そ う い う こ と を強調した文章に して頂きたい とい

う こ と です。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 ずっ と分析を深めてい く と 、 そ う い う ふ う に出て く る かど う か

分か り ませんけれども 、 1 つは、 急速遂娩を しなければいけないよ う に追い込まれて、 そ

れまで既に存在している胎児異常があって、 最後の最後追い込まれて、 急速遂娩で吸引 と

子宮の圧出 と を一緒にやった と い う のが 1 つ と 、 も う 1 つは、 深みにはま り 込んで しまっ

て、 も う すぐ出る と思って判断して圧出をやったんだけれども なかなか出ない、 そ して時

間がたって しま っ て と い う よ う な 2 種類に恐 ら く 分かれて く る ん じゃないかな と思 う んで
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すれ

ですか ら 、 そ う い う 視点で大き く 分けなが ら 、 その下に ど う い う 疾患でど う い う 状況が

そ こ るこ加わっているかと い う こ と を情報と して実地医家たちに発信すれば非常に分か り や

す く なって く るん じゃないかと思います。

○隈本委員 原因分析では、 そ う い う 諸般の事情も加味した う えで言鮖面 していますので、

恐 ら く 、 先生方も 、 これは最後にち ょ っ と押すのは し ょ う がないな と い う 分についてはあ

ま り 低い言鮖価は していない と思 う んですね 何でこんなにずっ と押 し続けたんだろ う と い

う よ う なも のが、 ちゃん と低い評価になっている はずなので、 そ う い う 意味では、 こ の原

因だけではな く て言鮖而も書いて、 そ こ で警告を発 したほ う が効果的である と い う ふ う に思

う ので、 こ の部分をち ょ っ と充実させて頂ければな と 。 25ページの 3 パラ グラ フ 目 を。

○事務局 (御子柴) そ う しま した ら 、 医学的礬瀬価については14~18ページに具体的に抜

粋引用 してございますので、 再発防止委員会の提言に結びつ く よ う な具体的な医学的言鮖面

の記載について、 冒頭文で少し例示する と い う よ う な形でよ ろ しいでし ょ う か。

○隈本委員 3 . 産科医療の向上に向けて とい う 、 本委員会の作る文章の中に しっか り 盛 り

込んで頂いた ら 、 警告になる のかな と 。

○池ノ 上委員長 実際に起こ っている事象を数値と して粛々 と挙げてい く と い う こ と で十

分だと思 う んですれ ど う い う 分析でど う やって と い う ク ライ テ リ アを出すには、 まだま

だ足 り ない と思いますので。 他に よ ろ しいで し ょ う か。

0川端委員 藤森委員か ら先ほどご指摘頂いたんですが、 24ぺ-ジのク リ ステ レル胎児謳土

出法の要約についてですけれども 、 これは訂正をお願い したい と思います。 よ ろ しいです

か。 ｢緊急帝王切開に移行でき る準備がある ｣ と い う のを外 して頂き たい。

○池ノ 上委員長 一番下の。 事務局、 いかがですか。

○市塚客員研究員 3番のク リ ステ レルの要約の⑧は、 じや あ 、 そ う い う 形で考えたい と

思います。
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それから 、 先ほ どの池ノ 上委員長の件なんですけれども 、 日 産婦の周産期登録には、 や

は り ク リ ステ レルと い う のは入ってお り ません。

○池ノ 上委員長 今の川端委員のおっ しゃ っ た緊急帝王切開に移行でき る準備があ る 。 緊

急帝王切開 と い う こ と の定義みたいなも のですよね、 先生おっ しゃ る の “吉 いわゆるすぐ

にパッ と移れるかと い う 状況があるかど う かですれ

○川端委員 ク リ ステ レルを しよ う と い う と き に 、 こ の条件が付け られるのは困る と 。 ど

う 言 う ので し ょ う え熟 も っ と突発的だし、 も っ と安易なも のである う と 、 そのク リ ステ レ

ルと い う の み浅 も う ち ょ っ と 、 鉗子 と か吸引の よ う に構えてやる よ う な レベルばか り でな

い と 。 よ り 手軽にやる場合もある と 。 それに こ の緊急帝王切開 と い う 枠を決め られる と 、

事実上使えな く なって しま う ん じゃないかと い う危惧があ り ます。

○池ノ 上委員長 胎児圧出のや り 方にも う ん と幅があって、 非常に有効な、 先生が安易 と

おっ しゃ っ たけれども 、 その場でやれる よ う なものはちゃん とやれる よ う な状況がない と

現実の産科医療の場は混乱しますよ と 、 そ う い う ご趣旨ですね

○石渡委員長代理 私もその意見に賛成なんですけれども 、 いわゆる助産所で排臨ぐ らい

でなかなか出ない と い う よ う な状況の と き に 、 それも帝王切開を準備しなければやれない

なんてい う こ と になる と 、 助産所では全く できな く なっ ちゃいますよ 〕熟 だから 、 やっぱ

り 考えなき やいけない とい う こ と も あ り ます。

○池ノ 上委員長 こ こ は外 して も ら っていいんですけれども 、 全体に途中でク リ ステ レル

をやって も生まれない ものがあるから と い う こ と だと思 う んですけれども。

○箕浦委員 さ っ きか ら問題になっている こ の 3番ですが、 これはク リ ステ レルと 吸引 ･

鉗子が一緒く たに入っているので、 吸引 ･ 鉗子ではこ う い う のがあ り ま した よ メ為 すぐだ

めだった ら切 り 換え る よ う に と い う のが。 ですか ら 、 ち ょ っ と整理したほ う がいいですね

○池ノ 上委員長 そ う ですれ よ ろ しいですか。

○事務局 (御子柴) そ う しま した ら 、 吸引 ･ 鉗子分娩の急速遂娩の際にはこ う い う 要約
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で行われていて、 ク リ ステ レル胎児謳土出法の場合には、 やは り 今回の事例からです と 、 低

酸素の時間がかな り 長 く 持続して C P になっている 、 あ るいは分娩新法がずっ と 見直され

ないままずっ と押 し続けて C P になっ ている よ う な事例も 、 それが原因かど う かは別 と し

てあ り ますので、 要約については鉗子 ･ 吸引でこ のよ う に されていて、 ク リ ステ レノ扇台児

圧出法のガイ ドライ ンはないけれども搬送も含めた分娩方法の見直し、 あ る いは胎児の評

価を適切に行 う と い う よ う な流れにする と い う こ と でよ ろ しいで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 基本的にはそ う なんですけれども 、 僕たちは、 こ こで脳性麻痺と い う報

告をバー ッ と 見ていますから 、 ク リ ステ レルが悪い と い う 何と な く 先入観で話を している

わけですよ。

と こ ろが 、 実際の診療の場では、 色々 な子宮圧出法があって、 極めて有効なその方法と

して使われている場面も あ る。 だから 、 その両方がちゃん と生き る よ う な仕分けは必要だ

と 、 そ う い う 議論だと 思います。 そ う い う こ と でよ ろ しいですか。 ですから 、 こ こ を整理

して頂いて、 鉗子 ･ 吸引 と 。

○事務局 (御子柴) 裁量が制限されないよ う な形に と い う こ と で修正致します。

○池ノ 上委員長 それでは、 ど う も あ り が と う ございま した。

続き ま して、 子宮破裂について説明をお願い致します。

○事務局 (御子柴) 子宮破裂についての案と して、 資料 3 をご用意してお り ます。 その

他資料4 につき ま しては①、 ②、 ③ と い う こ と でき準備してお り ますので、 そち ら を ご覧

下さい。 また 、 資料 5 につき ま しては、 第 3 回の早剥 ･ 臍脱同様に、 子宮破裂の危険因子

について幾つかの文献を検証しま したので、 そち ら をま と めた資料と なってお り ます。

まず･ 資料 3 でございますが、 今回は同 ･ く圏の う ち、 子宮破裂につき ま して蝉
ございま して、 これら を分析対象と致しま した。 背景については表 1 の通 り
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と 、 それぞれございま した。 その他、 文献等で言われてお り ます危険因子については、 過

強廟･ 羊水過多･ 琳の既往、 巨大児等辺1とい う よ う な状況でござぃま した。
2 ページをご覧下さい。 (2) 子宮破裂発症時の状況と致しま して、 子宮破裂につきま し

ては既往帝王切開等 と の関連も ございますので、 発症時期が検討点 と なるかと思われます。

はT O L AC実施中でござ

入院前こ発症 した事例力覊、 入院中が■、 一-- を除い‘第 , 期が■、いま した。 発症した と考え られる時期については、 入院前の

第醐が.か う"で、 週数について蛔 , にお示し し‘お り ます。 そ“他、 子宮破
裂の症状、 あ るいは不全子宮破裂の症状、 切迫子宮破裂の症状については、 腹痛が消失し

て頭痛が出現した事例な どですと か、 胎動消失の事例、 子宮底を触れな く なった、 シ ョ ッ

ク症状があった事例な どがございま した。 具体的な妊産婦の訴えにつき ま しては表 2 に取

り ま と めてお り ますので、 ■の状況をお示 し してお り ますぶれら現状ですと具体的な
時刻が記載されてお り ますが、 いずれ報告書に掲載する場合には経過時間について掲載す

る予定と してお り ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
ラのみのものはございませんでした。 胎児心拍数陣痛図の所見につき ま しては、 資料を別

途ご用意してお り ますので、 後ほ どご説明 させて頂き ます。 娩出経路等については、 前回

の記載に件数を追加してお り ます。

5 ページか ら 、 帝王切開術の既往あ り の事例について取 り ま と めてお り ま して、 全部で

.ございま した。 その管理状況について表 “ にお示 し してお り ますぶち らの管理につ
き ま しては、 ポイ ン ト と なる点が前回の帝王切開術に関する情報の確認状況、 また今回の

分娩方針についての決定時期やイ ンフォーム ドコ ンセン ト の状況、 また妊娠中の超音波断

層法によ る創部の確認な どが検討点 と なるかと思われま して、 それぞれの事例について取

り ま と めま した。 ■“ う ち情報麻が されていた と い う ふ う に記載がある も のが.･
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しのり と切開勘總されきた事例国Iでした。 分娩方針にかロ.記載“通 り で
ざます。 ■皺週 日 まで分娩方針が未決定“状態で陣れで 結果的‘■ ○ぬ
。 を彰た と い う 事例が.ござま “‘それ･事例“■とわ‘お り ます。

　　　　　　　　　　　　　　
ついては、 記載がないも のが診療録に記載がないのか、 報告書に記載がないのか と いった

と こ ろの検証がち ょ っ と難しい と こ ろであ り ますが、 こ のよ う な状況と なってお り ます。

･ ページ“記載してお り ますが、 イ ““-● ドル抄についてmo ■ “ 。■
の う ち･ 文書は“''“‐● ドロた, ト がぁ→た事例りが囲、 。頭で行ったが診療
録･記載がなかった事例、 後ほ ど懲された事例等が馴とい う こ と “なってお り ます。

7 ページか ら 、 教訓 と なる事例は、 前回 と 同様にT O L A C の事例 と 、 特に リ ス ク 因子

がない事例月を.識“てお り ますo

　　　　　　　　　　　　　　
原因れて関連“た事例が. こち ら識がございませんが、 早熟リ と子宮破裂の どち ら
･扮か り ませんが･ 原因が不明 と い う 事例可カ國とい う こ と で、 国と■とい う 内訳に
なってお り ます。

24ページからは、 現況を記載してお り ますが、 こ ち ら は前回 と ほぼ同様と なってお り ま

す。 こ ち ら について も よ り 適切な記載等ございま した ら 、 ご意見を頂きたいと思います。

1 点、 ご審議頂きたいのが27ページか らです。 ダブルセ ッ ト ア ッ プについて前回ご意見

等を頂きま したので、 こ ち らに現状のダブルセ ッ ト ア ップの定義、 あ るいは 日本での認識

等を記載してお り ますので、 先生方か ら ご意見頂きたいと思います。

28ページか ら 、 提言に向けての冒頭文がございますが、 こ ち らは概況に記載しま した件

数等々 をお示 し してお り ますので、 これも少 しずつブラ ッ シュア ップ致しま して、 提言に
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結びつ く よ う な形と したい と思います。 提言については前回 と ほぼ同様でございますので、

また追加すべき もの、 あ る いは記載について検討すべき も のがあればご意見を頂きたい と

思います。

それでは、 資料4 を ご説明 させて頂き ます。 まず、 資料4 -①でございますが、 こ ち ら

が の状況でございますので、 後ほ どモニタ リ ング と 一緒にご説明致します。

資料4 -②につき ま しては、 前回、 先生方から ご意見を頂戴致しま して、 母体のバイ タ

ルサイ ンと胎児心拍数陣痛図の変化について経時的に確認ができ ないかとい う こ と で した

ので、 匪をそれぞれ経囃そ‘お示 し してお り ます。 その他具体的な状況"こついては、 各
表の下にブルー と黄色の表でお示 し してお り ますので、 そち ら に事例の経過を記載してお

り ます。 モニタ リ ングについて■、 簡単ではございますが、 市塚客員研究員よ り ご説明
させて頂き ます。

0市塚客員研究員 モニタ-の鰯は資料, 一⑧に載→ている通 り 、 ■‘つい‘モニタ
リ ングされ“いる入院中“■中.についてのモニタ リ ガを載せてあ り ます。

ま圏■■、 To L A C あ り ですと か色々書いてあ り ま して、 モニターは経これは、 例えば

時的にずっ と流諫ノてい く わけですが、 そのモニターに合わせて色々 なバイ タルサイ ンです

と か症状について、 あ と はラボデータがあればラボデータ も経時的にモニターに沿って出

してあ り ますので、 適宜参考に して頂ければとい う ふ う に思います。

資料4 -⑧はモニターそのも のなんですけれども 、 これの波形については、 また戻 り ま

すが、 資料4 -①の一番上の黄色の部分の右か ら 7 列 目 ですけれども 、 胎児心拍数陣痛図

の所見の概要 と い う と こ ろに、 こ のモニターの読み、 原因分析報告書等々 を突き合わせて

所見を一覧に載せてあ り ます。

それで、 その次の子宮破裂の型 と あ り ますが、 どんな形で異常波形が出たかと い う のを、

例えば一過性徐脈が事前にあったもの、 も し く はそ う い う も のがな く て突然持続徐脈が出

た も の と い う 形で大き く 分けて見てみま したので、 それら も参考に して頂きたい と 思いま
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ず。 一番これを見て頭に入 り やすいのは、 資料4 -③かな と思 う んですけれども 、 これを

中州こ議論して頂ければな とい う ふ う 夜こ考えてお り ます。

○池ノ上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 いかがで し ょ う か。 やは り 、 T O LA

C の問題が浮かび上がってきている と い う ふ う に思われますが。

○勝村委員 T O L A C と V B A C を分ける こ と 々こついて、 何が、 試行かど う か と い う こ

と ですが、 こ の違いが、 現場的に ど う い う違いかがち ょ っ と分か り "こ く いので、 教えて欲

しいんですけれども。 患者からすれば何が違 う のか。

○市塚客員研究員 V B A Cは、 結果的に生まれたもの、 後から V B A Cだった と い う こ

と と 、 T O L A C は前回帝王切開があった症例について分娩を試みる と い う こ と ですね

ですから 、 結果的に帝王切開になって しま った も のも入 り ます し、 分娩で生まれた も のも

入って く る 。 いわゆる経腟を試みる と い う も のがT O L A Cです。 V B A C は、 最終的に

生まれたもの、 それがV B AC と い う 形にな り ます。

○勝本･矮:員 V B A C をやる と き は試みているん じゃないんですか。 帝王切開の既往があ

る のはわかっていたけれども 、 経醐室を試みているわけです表れ

○市塚客員研究員 ですか ら 、 T O L AC の先にはV B A Cがある と い う こ と で、 T O L

A Cでそのまま帝王切開になって しま ったも のはV B A C にはな ら ない とい う こ と をこな り

ます。

○勝村委員 T O L A Cは、 最後は全部帝王切開になっている と い う こ と ですか。

○市塚客員研究員 いや、 そんな こ と はあ り ません。 T O L A Cでそのまま経自室に成功す

る も のも あ り ますので、 T O L A Cで経醐室になった場合はV B A C と い う こ と にな り ます。

○隈本委員 T O L A C 、 う ま く いっ た ら V B A C 。

○市塚客員研究員 はい。

○隈本委員 結果論と して、 う ま く いった ら V B A C 。

○勝橋員 こ窯あ‘■と.ほぼ0 ■ “ 。■、 “ “ “ 。■とい う こ と は ,
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O L A C と書いてあるやつは、 最後が帝王切開になっている と い う 。 V B A C と い う のは

ち。んと繃室さけた、 そ凋と1 と を分け,ぃるか う ‘ と です帆
○市塚客員研究員 そ う い う こ と です。

○勝村委員 ああ、 分か り ま した。 それ、 分か り をこ く いですれ 分か り ま したけ ど。

○市塚客員研究員 そこの混乱は起き るだろ う な と い う こ と で、 一応、 今回は前回よ り 少

しT O L A C と V B A C と い う も のを資料 3 の 1 ページ、 こ の表で過去の分娩におけるV

B A C あ り と 。 あ と今回の分娩におけ る T O L A C あ り と い う 形で、 少 し分か り やすく し

てみたつも り なんですが、 ち ょ っ と伝わ り づ ら ければ、 その辺の言葉の定義について、 も

う ち ょ っ と 丁寧に分かる よ う に検討させて頂きたいと思います。

○池ノ 上委員長 過去の分娩における V B A C あ り 揉ま、 具体的にはど う い う こ と ですか。

○市塚客員研究員 例えば、 1 人 目 が帝王切開である と 。 その方がT O L A C を試みて経

自室で産めたもの と い う こ と にな り ます。 で、 今回産、 今回、 その症例にな り ます。

○池ノ 上委員長 今回は経醐室分娩を試みて、 そ して分娩しま した。 だけ ども 、 その方が脳

障割‘な り ま した と ･ ･ う 例ですれ こ“表 , の過去の分娩における拍AO あ り ■ と い う
　 　　

○事務局 (御子柴) については、, 召 今回の■-囲 っ

0池ノ 上委員長 1 番 目 の方は帝王切開でした。 2 番 目 の方はT O LA C をやって生まれ

て 、 V B A Cで した。 今回は 3 人 目 の方でした。 その途中で破裂が起こ り ま した と い う 、

そ う い う 意味です為 なかな力“分か り 々こ く いですね も と も と 全部V B A Cだったんです

け ど、 それを途中でT O L A C もや り と い う 考え方が、 よ り 正確で正しいで し ょ う と い う

こ と を言い出 した人がいたものだから 、 こ う なっ ちやっていて。

脚注で何かその説明を して頂いて、 皆 さ んが混乱しないよ う に して頂ければいい と思い

ます。 あ り が と う ございま した。
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他にいかがで し ょ う か。 何かご意見ございませんか。

○勝村委員 これは前にも議論があったかも しれませんけれども 、 脳性麻痺になっていな

い事例で、 これは脳性麻痺事例じゃないですか。 大体どんなパーセン ト になっている と い

う歛 デ‐夕 .'ないんです九 ' ぺ‐ジ副‘ 、 少な,覊で-応パモネを出 “ても
ら っ ているんですけれども 、 脳性麻痺事例、 一般のお産の中で、 やっぱ り 意外 と分か らな

い感じなんですか。

○市塚客員研究員 一般の事例の中でその子宮破裂にですか。

○勝村委員 年齢と かだった ら分かる と思 う んですけれども 、 パーセン ト が、 つま り 、 も

と の母数的なパーセン ト と こ こ に出て く るパーセン ト の特徴の違いが見やすいよ う な感 じ

と い う のは、 なかなか難しいんで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 日本のデータ は、 恐 ら く ない と思います。 ラージスケールで言 う と 、 南

カ リ フオルニア大学のグルニプが出 したのがあって、 僕、 細かい と こ ろ をち ょ っ と今は覚

えていないんですけれども 、 かな り の部分が胎内死亡例です。 で、 脳障害を起こ している 。

藤森委員、 覚えていますか。 脳障害を起こ しなが ら も生き残った赤ちゃんがその う ちの半

分ぐ らいだったですかれ だか ら 、 半分の半分だった よ う な、 ち ょ っ と これはあやふやで

す。 それは後で調べて。 確か 『 ウイ リ アムス』 にそれは記載してあった と思 う んですけれ

ども 。

○藤森委員 勝村委員のおっ しゃ っ ている のは、 ノ ーマルポピュ レーシ ョ ンの話ですよ 〕為

そこで例えば帝王切開の何%行われている と か、 35歳以上の人が何%いるかと い う 、 それ

と こ のラブチャーの人たちを比べられるかと い う 、 そ う い う ご質問ではないんですか。 そ

う い う こ と ですか。

○池ノ上委員長 そ う ですか。 失礼しま した。 じやあ、 僕は勘違い していま した。

○市塚客員研究員 僕も勘違い していま した。 それだった ら ある と思います。 ノ ーマルポ

ピュ レーシ ョ ンか ら見たカイザー率。
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○藤森委員 それから 、 日本の子宮破裂の 自然発生のデータ は、 東北大の木村先生が2005

年ぐ らいに 日産婦に、 僕もたまに引用するんですけれども 、 何万例かで調べているのがあ

っ た と思います。 それは 日産婦誌だった と思いますけれども 、 何か し らの レビュー力冴可か

で出ていたら思いますけれども。 木村芳孝先生

○池ノ 上委員長 ち ょ っ と勝村委員の。

○岩下委員 こ こ "こ書いてあ り ますよ。 0 . 05~0 . 1%っ て。

○藤森委員 ああ、 そ う ですか。 何か書いてあった と思います。 日 本のラブチャーの数字

は、 それが多分一番新し く て、 大きかった と 思 う んですけれども 、 ち ょ っ と調べてみても

ら えますか。

○池ノ 上委員長 僕は、 勝村委員のご質問は、 ラ ブチャーの中での脳障害の発生率が どの

ぐ らいだったかのご質問だと思った も のですか ら 、 そ う ではないんですれ

0勝本･接ぎ員 いや、 ま あ。

○上田理事 ラブチャーを起こすと 、 みんな脳障害にな り ますか。

○池ノ 上委員長 いやいや、 ラブチャーを起こ して も元気な子はいますよ。 元気な子は極

めて少ないですけれども。 ほ と ん どが死亡するんです為 胎内死亡がほ と ん どだと思いま

すけれども。

○隈本委員 別の角度か ら と い う か、 今現在T O L A C を行 う に当たってのイ ンフォーム

ドコ ンセン ト で、 T O L A Cの場合は帝王切開にい く 率がこれぐ らいですよ と か、 子宮破

裂が起き る確率が こ う ですよ と い う 説明が行われている よ う な気がするんですが、 その数

字はき っ と あ り ますよれ

○池ノ 上委員長 ラブチヤ-の数字はですね

○隈本委員 はい。 T O L A C をやる に当たって妊婦さ んに説明する数字と い う のが。

○池ノ 上委員長 それはあ り ます裏為

○藤森 員 それは一般的に横切開だった ら 1 ~ 2 % と か、 古典的な帝王切開だった ら 1
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0% と か、 そ う い う お話だと思 う んですけれども。 それは、 多分、 どこ でもそんな よ う な

数字でお話し されているん じゃないかと思います。

○川端委員 細かい と こ ろですが、 資料 3 の27ページの (7) T O L A C におけるダブルセ

ッ ト ア ップについて、 第 1 段落の一番最後 (分娩室=手術室) と 書いてあるんですが、 こ

れは分娩室で手続庁ができ ないとやっ ちゃいけない とい う意味ですよれ これはち ょ っ と厳

し過ぎるん じゃないかと思 う ので、 これをまた外して頂きたいと思 う んですが。 これは ど

う い う ディ スカ ッシ ョ ンになっているんで し ょ う か。 私、 前回休みま したので、 ち ょ っ と

分か ら ないんですけど。

○池ノ 上委員長 これは、 アメ リ カ のダブルセ ッ ト ア ップ と い う のはこ う い う 考え方です

と い う こ と の説明が してあ る と い う ふ う に理解していま したけれども。 前回、 ダブルセ ッ

ト ア ップと い う も のの概念についてディ スカ ッ シ ョ ンがあ り ま して 、 これは藤森委員が説

明 して、 こ う い う も のがあ り ますよ と い う 話になったんだと思います。

○勝村委員 前回、 僕の妻の話を して、 1 人 目 が子宮収縮剤で帝王切開だったんですけれ

ども 、 2 人 目 はだか ら結果V B A Cなわけですけれども 、 経國陸分娩で元気に生まれたんで

すけれども 、 3 人 目 がダブルセ ッ ト ア ップで結局子宮破裂を してT O L A Cですね、 緊急

帝王切開で重度の脳性麻痺になって 2歳半で死亡 した と い う 、 僕は L人 目 と 3 人 目 を亡 く

したわけです。

その 3 人 目 の と き に 、 ダブルセ ッ ト ア ップを して く れる医療機関がある と 聞きつけて遠

い と こ ろ を通ったんですが、 その と き の説明を受けた僕のイ メ ージは、 ま さ にこ の分娩室

=手術室であって、 ア メ リ カ のイ メ ージを聞いていたんだけれども 、 い ざ子宮破裂する と 、

そ こから慌てて手術室へ移動する と い う こ と で、 手術室の ドアがなかなか開かない と か

色々 あって、 これは聞いていたダブルセ ッ ト ア ップと違 う と 思ったんですが、 27ページの

下に、 日 本ではこ う い う も のをダブルセ ッ ト ア ップ と考え られている場合が多い と い う趣

旨だとすれば、 本当に手術器具が消毒されていて手術室が確保されている と い う 形な らば
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そ う だったのかな と い う感 じがするので、 こ こ のギャ ップみたいなもの、 今、 隈本委員か

ら も あ り ま したけれども 、 今現在ダブルセ ッ ト ア ップ と い う こ と で説明する と き に 、 ど う

い う 説明になっているのか。

やは り 、 それだった ら最初か ら帝王切開に しておけばよかった と い う こ と が、 やっぱ り

ある と思 う ので、 こ の辺ははっ き り させる必要がある と思 う んです鼻為 アメ リ カではこ

う 、 日 本ではこ う 。 日 本でも アメ リ カみたいな と こ ろが本当 にあるんだった ら行き たい と 、

その当時は思った と思いますけれども 、 そ う い う のが本当にあるのかと か、 ち ょ っ と そこ

をまっ き り 現実的に しても らいたいな と思 う んですけれども。

○藤森委員 やっぱ り 、 はっ き り 日 本 と米国のその概念の違い とい う のは、 こ こ も川端委

員がおっ しゃ っ た よ う みこ 、 最初の ｢米国では｣ と い う ふ う にき ちん とやっぱ り 書いたほ う

がいい と 思 う んですけれども。 ですから 、 そ う い う ふ う るこ誤解されている こ と がある と い

う こ と は、 やっぱ り 書いたほ う がいい と思 う んですけれども。

T O L AC の ト ライ アルの条件も幾つかちゃん と 出ているので、 基本的にはそ う い う 条

件を満た した う えでと い う ふ う に 、 き ちん と記載すれば僕はいいと思いますし、 絶対やっ

てはいけない と言っているわけではないので。

ただ、 そ う い う 状態を保てない医療機関は、 選択的な帝王切開を。 それでも経自室分娩を

希望する と い う 人は、 我々 にもいるんですけれども 、 やっぱ り そ こ は話し合い と い う こ と

になって しま う と思 う んですけれども。 成功する確率が高いこ と は高いんですけ ど、 子宮

破裂した と き には児の障害、 も し く は死亡になる確率が高いですよ と い う 話を して と い う

こ と になる と思 う んですけれども。 それでもいい と おっ しゃ る方は、 全く いないわけでは

ないので、 そ こ ら辺もやっ ぱ り 重要なこ と だ と思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 他にいかがですか。

○小林委員 先ほどの池ノ 上委員長の説明は非常に重要だと思 う んですが、 こ こ で議論し

たいのは、 子宮破裂を予防する と い う か リ ス ク を避けたいのか、 あ るいは子宮破裂が起こ
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っ た場合に脳性麻痺を防ぎたいのかとい う のを少 し整理しない と 、 多分、 両方だと思 う ん

ですが。 で、 子宮破裂だと母体も危険ですから 、 そ こ ら辺の文献を も う 少 し集めて、 例え

ば子宮破裂が起こ った ら母体はどの ぐ らいの リ ス ク がある のか、 子 ども は どの ぐ らいの リ

ス ク がある のかと い う 文献をも う 少 し出 しても ら ったほ う が 、 我々 の よ 効こ専門外には分

か り やすいんですが、 そこ ら辺顔準備でき ますでし ょ う か。 将来的には報告書にな り ます

ので、 そ う い う データ も必要だ と 思いますので。

○池ノ 上委員長 それは事務局、 大丈夫です義為

○市塚客員研究員 はい。 文献を探して注力 します。

○池ノ 上委員長 このダブルセ ッ ト ア ップに関 しては、 分娩台が手術台 と な り と い う と こ

ろが今の 日本の現状と 、 アメ リ カ の レベル 3 と い う 定義している と こ ろ と合っているかと

い う と こ ろが問題だと 思 う んですれ

○勝村委員 やっぱ り 、 分娩室=手術室だから 、 僕はダブルセ ッ ト ア ップと 呼んでいい と

思 う んです寿熟 だか ら 、 やっぱ り そ う じゃないんだった ら 、 緊急帝王切開 と変わ ら ない

じゃないかと僕も 当初思った し、 緊急帝王切開ができ る と い う 、 緊急に手術室に搬送する

と い う の と あま り 変わ ら ないので、 あま り ダブルセ ッ ト ア ップとい う 言葉自体を使 う べき

ではない と 思 う んです義為 それが誤解を招 く も と で、 日 本のダブルセ ッ ト ア ッ プ、 アメ

リ カ のダブルセ ッ ト ア ップ と言 う よ り は、 何かあった と き には緊急に帝王切開の準備を し

て、 そ こか ら 30分以内であればいいほ う で し ょ う みたいな話だと した ら 、 やっぱ り 自分の

ダブルセ ッ ト ア ップ と はイ メ ージが違 う わけです。 僕はずっ と その こ と を思っていたんで

すけれども。

○池ノ 上委員長 ま さ にその通 り で、 前回も 同 じお話を した と思いますけれども 、 前置胎

盤の と き に診断がなかなかつかなかった昔にダブルセ ッ ト ア ップ と い う 言葉はも と も と 出

てきた言葉で、 そ こで診断がついた ら直ちに帝王切開 、 つかなかった ら経自室分娩と い う 、

そ う い う 診断をするチーム と 、 直ちに帝王切開に入るチーム と が分娩室の中でダブルにセ
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ツ ト ア ップされている と い う のが本来のダブルセ ッ ト ア ップで、 何か起こ った ら緊急に帝

王切開に入 り ますま と 、 例えば分娩中に胎児の徐脈が起こ った と か、 胎児の状態が非常に

悪く なる と か、 あ るいは分娩進行がはかばかし く な く て こ のままでは分娩停止の状態だと

い う よ う な と き に帝王切開に移 り ますよ と い う の 揉ま、 ダブルセ ッ ト ア ップと い う本来の

意味は違 う “まずなんですれ

ですか ら 、 今、 勝本･擾≦員がおっ しゃ ったよ う に、 緊急にあるいは超緊急に帝王切開がで

き ますよ と い う 意味と 、 ダブルセ ッ ト ア ップができていますと い う 意味と は、 本来違 う 意

味なんですけれども 、 今、 日本の中ではそこは混同 されて使われている部分がかな り ある

と い う こ と で、 果た して こ こ にダブルセ ッ ト ア ップと い う 言葉を使っていいのかど う か と

い う のは、 私 自身も少 し疑問があ る と こ ろです。

ですから 、 緊急帝王切開 と か超緊急帝王切開 と い う のは、 あ る程度定義されていますの

で、 そ う いっ た と こ ろは今の 日本の体制ででき るかど う か と い う こ と が問題になって く る

ん じゃないかと 思います。

こ こでダブルセ ッ ト ア ッ プ と い う 意味は、 分娩台 と手術台が一緒にあ る と い う と こ ろに

表 されているん じゃないかな と い う ふ う に思って、 それが 日本と米国 と の遠いだろ う と い

う ふ う に思いますが、 藤森委員、 その点、 ダブルセ ッ ト ア ップとい う概念を、 今のよ う に

日本でそのま ま使っていいかど う か。 そ う い う のを我々から提言でき るかど う かは別です

けれども 、 かな り 混乱 している と 思 う んですれ

○藤森委員 実際、 ア メ リ カで言 う ダブルセ ッ ト ア ップができている病院が全く ないかど

う か、 ち ょ っ と それは調べてみない と分か ら ないです。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 分娩室でない と帝王切開ができ ない、 例えば臍帯脱出で動かせ

ない と か、 母体の移動が さ ら に病態を悪く する と い う よ う な産婦の状況の と き には、 分娩

室での帝王切開が必要になって く る 。 そ う でない場合は、 も う 既に手術斥室に消毒済みのセ

ッ ト が用意されていて、 麻酔科医も手術室の看護師も直ちにそ こ にス タ ンバイ でき る と 、
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それは病院の中へ搬送した らすぐ動ける と い う よ う な状況の施設は、 今、 かな り あ るだろ

う と 思 う んです為

ですか ら 、 その レベルでの緊急手術と本当の意味でのダブルセ ッ ト ア ップ、 ダブルセ ッ

ト ア ップを本当に必要 とする病態が今の 日本の中でどの ぐ らいあるかと い う と 、 以前よ り

は限 られている と思 う んですね その中に子宮破裂がやっぱ り 入って く る 。

ただ、 子宮破裂は、 なかなか診断が難しい。 様々 な臨床症状が出てきて、 そ して肺塞栓

と 間違った り と か、 も のすごく 全身症状を出 してき ますので、 それをいち早く 診断する と

い う のは、 非常に難しいものがあ る。

ただ、 そ こ を常に頭の中に入れなが ら 、 疑いつつ、 疑いつつ、 分娩になるか。 例刻ま、

今回のほ と ん どが既往帝切のケースがあ る と い う こ と と 、 破裂前のむ対拍パターンに異常が

起こ っている。 この′心拍パターンの異常と既往帝切 と い う 2 つのフ ァ ク ターを絡めて見て

いる人が、 破裂と い う こ と を頭に浮かべる こ と ができ るか ど う か。 そ う い う のを頭に浮か

べなが ら分娩をやっていれば、 比較的早 く 診断でき るんで し ょ う けれども 、 そ こ までの診

断能力を一般の レベルに求め られるかと い う 、 そ こ ら辺にジレンマがある。 これは、 今、

そ う い う 問題だろ う と い う ふ う に思 う んですれ

ですから 、 恐 ら く 、 こ の再発防止委員会で提言してい く とすれば、 病歴を しっか り 取っ

て下さい と 。 それを常に頭に入れなが ら分娩を管理して下さい。 そ う すれば、 医療者は子

宮破裂を思いつ く チャ ンスが増えますよ と い う よ う な と こ ろが出て く れば、 再発防止の提

言と してはかな り いいのではないかと思います。

恐 ら く 、 破裂が起こ り そ う だ と い う こ と を限 り な く 疑わせる よ う な所見 と か症状 と かデ

ータが出て来るかど う か と い う のを 、 再発 と してはも う ち ょ っ と精査する必要があ り ます。

そ こ ら辺が子宮破裂問題の今のフ ロ ンテ ィ ア じゃ ないかな と 、 私は個人的には思っている

んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

○隈本委員 この (7) でダブルセ ッ ト ア ップ と い う こ と を述べなき やいけないのかど う か
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と い う 点ですよれ ガイ ドライ ンにダブルセ ッ ト ア ップ と書いていないわけですか ら 、 あ

ま り そこで議論しても と い う か、 逆に違 う方向に話が持っていかれて しま う ん じゃないか

ら思います。 委員長おっ しゃった よ う に 、 脳性麻痺事例の子宮破裂が帝王切開の既往のあ

る人がほ と ん ど と い う か90%かな、 ぐ らいだ と い う こ と がまず重要な事実で、 そ して既往

の過去の子宮の切 り 方についての情報がなかった と い う 人がその う ちイ聯牛あって、 これは

よ く ないよね と い う こ と を提言できれば、 これで十分なん じゃないですかね

ダブルセ ッ ト ア ップについては、 ガイ ドライ ンにダブルセ ッ トア ップ と い う 言葉があっ

て、 これをや らない と だめですよ と い う ふ う に書いてあ るんだった ら 、 こ こ に言及する意

味がある けれども 、 ガイ ドライ ンに も ない言葉だった ら 、 こ こ で言及する必要はないんじ

ゃないでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 いかがで し ょ う か。

○勝村委員 T O LA C の条件 と して、 適応か要約かの中にそのダブルセ ッ ト ア ップみた

いなものは出てこないんですか。 そ う い う趣旨のこ と “去 それはないんですか。

○事務局 (御子柴) 本 日 ご用意しま した資料 3 の26ページに、 ガイ ドライ ンのCQ403 を

引用 してお り ます。 その中にAnswerの 2番の2) 緊急帝王切開および子宮破裂に対する緊急

手術が可能であ る 、 と い う 記載になってお り ますので、 ダブルセ ッ ト ア ップと い う 言葉は、

前回の審議を受けて今回現況に記載させて頂いたんですが、 本 日 のご意見を受けま して、

(7) については 日本における緊急帝王切開の体制について と い う よ う な形で記載を して、

その中に米国における ダブルセ ッ ト ア ップはこ う い う も ので、 日本における緊急帝王切開

の体制について現状が こ う である と い う よ う な記載にする こ と は可能かと思います。

あ 割ま、 こ の緊急帝王切開術の緊急度は施設に よ っ てかな り 幅があ り ますので、 緊急と

しても どの ぐ らいの時間を も って緊急とするのかと いった と こ ろに幅がある のが現状かと

思います。

○帳本委員 この201 1 のガイ ドライ ンの1 70ページに、 アメ リ カ におけ る緊急手術の と い
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う のは、 下に解説の下線が引いてあるやつで、 例えば④の分娩中、 医師が継続監視可能で

緊急帝王切開ができ る こ と 、 ⑤緊急帝王切開のための麻酔医やスタ ッ フがいる こ と と い う 、

こ の 2 つの条件の こ と を言っているんですよれ これがダブルセ ッ ト ア ップとい う こ と な

んで し ょ う か。 も しそ う だ とする と 、 米国ではこの基準であ る と書いた ら十分なん じゃな

いですかね

○池ノ 上委員長 米国では、 ダブルセ ッ ト ア ップはも っ と緊急のこ と を言っている。 日本

のダブルセ ッ ト ア ップは、 緊急帝王切開を含めてダブルセ ッ ト ア ップと言っている。 そ こ

に混乱の も と がある。

だから 、 こ のガイ ドライ ンの緊急帝王切開 と い う 言葉で表現してあって、 こ こ にはダブ

ルセ ッ ト ア ップ と は入っていないんです。 ですか ら 、 ダブルセ ッ ト ア ップと い う のは、 か

な り 特殊な病態の と き に必要と される体制 と い う のが一般的だと思 う んですけれども。

○勝村委員 僕、 よ く 分か ら ないんですけれども 、 やっぱ り ダブルセ ッ ト ア ップと い う 言

葉は意外と現場では使われていないですかね

○池ノ上委員長 いや、 使われているんです。

○勝村委員 TO LA Cする と き に、 ダブルセ ッ ト ア ップなんですか と 聞いた ら 、 手術の

準備を しなが ら同時に している と言われるので、 だから 、 も し何かあった と き には本当に

すぐ手術して も ら える と 思っている け ど、 実際はやっぱ り 子宮破裂か ら 20~30分かかる と

い う 。 20~30分かかるんだった ら希望しない。 何か 5 分以内みたいな、 本当 にすぐに とい

う イ メ ージが、 やっぱ り 説明の中で僕は受けて しま った し、 ダブルセ ッ ト ア ップ と い う 言

葉は出て く る し。 何か、 こ の事故に遭った人たちはど う い う ふ う にそれを理解していたの

かと い う のが、 今からでは分か らないで し ょ う けれども 、 患者側の人がですね TO L A

C の説明が、 こ こ む こお られる先生方だった ら 、 き ちん と説明 した う えでも 、 それでも希望

する人がいる と い う 話だと 思 う んですけれども 、 実は、 説明が不十分だったから希望した、

と い う こ と かも しれない と い う こ と を 、 僕は 自分の経験か ら も思 う ので、 何かき ちん と現
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実に合わせて説明する必要がある よ う な気もするんですけ ど。

○池ノ上委員長 このダブルセ ッ ト ア ップ、 こ こ にも書いてある よ う に、 ア メ リ カでも レ

ベルは様々ですから 、 一番レベルの高い施設ででき る と い う 、 そ う い う 内容なんですね

例えば、 臍帯脱出が起こ った り 、 子宮破裂が起こ って しま った り 、 そ う い う と き には直

ちにその場でチームがバン と入 り 込んで帝王切開をや り ますよ と い う 体制 と い う と 、 かな

り 、 ですか ら体制が整っていない と でき ない。

こ う い う レベル 3 と い う のに相当する よ う な レベルを 日本の各産科施設に、 メ イ ン と な

る 、 例えば総合周産期センター と かい う と こ ろに今要求しても 、 恐 ら く 、 無理だろ う と 思

います。 でき ない状況だと思います。 非常に特殊な病態があって、 先ほ ど僕が前置胎盤を

例に出 しま したけれども 、 この患者さんを何月何日 に帝王切開するか経醐室分娩に持ってい

く かを決めますよ と い う ので、 さ あ 、 チームみんな集まって下さい、 何日幇可分か ら 2 つの

チームでや り ますとい う のがダブルセ ッ ト ア ップのも と も と の意味なんですれ

ですから 、 日 常的に行っている診療体制の中で緊急事態に備えて、 さ あ 、 帝王切開 しま

し ょ う と い う と き には、 緊急帝王切開 と い う 言葉、 emergency caes arean se ct i on と い う

よ う な言葉を使って常備 されている器具と 、 それか らチーム と 、 それが例えば30分以内に

み溌準備でき ますよ と かい う よ う なのは、 緊急帝王切開 と い う使い方になっているんだと思

います。

ですか ら 、 日本で本当の意味のダブルセ ッ ト ア ップを必要 とするのは、 何かの特殊な病

態、 例えば胎児の治療、 よ く 分か り ませんけれども 、 胎児治療をやっていて色々 なも のを

穿刺した り する と き に 、 これは是澤先生の世界ですけれども。 そ う い う と き にも し何か突

発的に胎児に異常が起こ った ら 、 その胎児治療のチームがこの帝王切開のチーム と一緒に

なって帝切をや り ますよ と い う 、 そ う い う のが今の本当の意味のダブルセ ッ ト ア ップなん

だろ う と 思います。

だから 、 そ こ がち ょ っ と ごっ ちゃに、 今、 言葉が使われているので、 特に勝村委員の よ
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ぅ な立場の方が聞かれた ら 、 そ う い う 誤解を生じる と い う こ と になるん じゃ ないかなと思

います。 これも何か今後我々 も ちゃんと した提言を していかない と いけないこ と だな と思

います。

0石渡委員長代理 そ う ですれ 再発防止の観点か ら 、 ダブルセ ッ ト ア ップがも う 一人歩

き しちゃ っているので、 やっぱ り き ちん と整理しなければいけないのではないで し ょ う か。

それから私の病院みたいに小さ な と こ ろは、 分娩室の隣が手術室なんです。 胎児機能不全

が起きた と き には隣で手術の準備を して、 器械も並べて、 人も用意しているわけなんです。

ただ、 医者がその場に平行移動するだけなんですけれども 、 私はそれをダブルセ ッ ト ア ッ

プ と い う ふ う に考えてお り ますけれども 、 いわゆる手術室=分娩室と い う感 じではないん

ですね

ただ、 一般に大きな病院では、 中央手術室があって、 そ こ まで行 く のに準備も全部含め

る と 1o分、 20分かかるなんてい う 状況では対応できない場合も あ り ますので、 ですから 、

今回のこの提言に盛 り 込む内容については、 やっぱ り ダブルセ ッ ト ア ップ と い う こ と をあ

る程度、 さ っ き委員長が言われた よ う に分けて書いていかない と誤解を受けやすい し、 場

合に よ っ てはダブルセ ッ ト ア ッ プ と い う 言葉を外したほ う がいいのかも しれない と思いま

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 少 し、 やっぱ り こ こ は混乱を生じる可能性があ

り ますので、 も う 一度こ こ を検討して、 やは り ダブルセ ッ ト ア ップ と T O L A C の問題と

い う のは、 も しやるな らばT O L A C における緊急帝王切開の体制づ く り と か、 そ う い う

と こ ろでよ り 具体的に直ちに。 それよ り も本当はも っ と 大切なのは、 子宮破裂を起こ しそ

う だ と い う こ と をいち早く 察知する よ う な、 そ う い う 体制を作 り ま し ょ う と い う こ と につ

ながってい く ん じゃないかと思います。

0勝村委員 そ う い う感 じだら思 う んですけれども 、 ただ、 混乱を招 く か ら と い う よ り は、

混乱はも う既にあったん じゃないかと思 う んですよれ だから 、 経自室分娩を試みる と言っ
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ている人たちが説明を受けた と き に 、 き ちん とやっぱ り ダブルセ ッ ト ア ップの本当の現状

の説明を受けていた う えで ト ライ していたのか ど う か と い う と こ ろが僕は気になる ので、

既に現状と して混乱があった可能性がある ので、 そ う い う 混乱を整理する よ う な こ と を再

発防止の提言でやっぱ り き ちん と しなければいけないのではないでし ょ う か。 日本のダブ

ルセ ッ ト ア ップと い う のは、 やっ ぱ り 20分、 30分かかる こ と が多い、 すぐ隣だった らそ う

かからないかも しれないですけれども 、 すぐ じゃない と い う こ と をやっぱ り 説明 した う え

で、 それでも希望するかど う か と い う と こ ろが僕はすご く 大事な こ と の よ う な気が します。

○隈本委員 1 つ提案なんですが、 先ほ ど、 僕はダブルセ ッ ト ア ップ と い う 言葉はガイ ド

ライ ンにないか ら書いて しま う と誤解を招 く と 申 し上げたんですけれども 、 それを含めて

今のお話をま と めてみる と 、 再発防止って、 今こ う い う こ と が起こ っ ているのでこ う して

下さい と い う のが一番説得力のある話ですので、 できればこ のタイ トルを、 (7) T O L A

Cのダブルセ ッ ト ア ッ プについて と い う タイ トルを変えて、 実際に脳性麻痺になった事例

では、 実際に緊急手術が決断されてか ら実際に行われ最終的に分娩に至るまでどれぐ らい

時間かかっている と い う 、 この数字をちゃん と 出 した う えで、 こ こで引用する と した ら 、

ガイ ドライ ンでは緊急手術ができ る と い う ふ う になっておるが、 日 本においてはダブルセ

ッ ト ア ップ と い う 言葉が、 緊急手術と イ コールで使われている場合も ある けれども 、 実際

に米国で求め られているダブルセ ッ ト ア ップはこ う い う も のであって、 日本の場合はそ う

ではない とい う ふ う に言われている と 、 こ の論文を引用 しておいて、 だから 、 今回の.
の事例を見る と 、 時間がかかっている ので、 こ う い う 現状があるか ら 、 だから 、 そ う い う

リ ス ク を考えてT O L A C と い う 選択をすべきだとい う 、 そ う い う 提言に しておいたほ う

がいいん じゃないですか。

も ち ろん、 これは早めに子宮破裂に気がついて早 く やる と い う の も と て も大事なこ と で、

そっ ちの方向の努力もする一方で、 やは り 、 でき る こ と をこは限界があるわけですか ら 、 T

O L A C を選ぶ と い う こ と 自体に、 これはご く 一般的に 1 %子宮破裂するんですよ と言わ
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れて も 、 それが意味する と こ ろが分か らなければ、 破裂したって早 く 出て く る ぐ らいの も

ので し ょ う みたいに思っている人もいるかも しれないので、 そ う い う 意味では、 今回、 こ

の■と い う のが、 やは り 重みのあ ･話で、 こ の諏に う い う いき さつで起まい･ と 。
現実に子宮破裂してから 、 あ るいは何らかの決意を してから 、 帝王切開を決心してから帝

王切開でき る までの時間、 これぐ らいの時間かかっていて、 それが。

○事務局 (御子柴) すみません。 資料4ページに時間は載せてお り ます。 資料 3 の 4ぺ

-ジ、 上から , バラ グラ , 目 、 囲全が緊急帝王切開術でぁ→たo 子宮破裂を診断し･
帝王切開を決定し‘から児を娩出する まで“時間々‘つい‘は、 腕暹分、 最長端分、
平魂分と い う のが嗽ですo
先ほ どの, oぬoの事例Uについは 大体力蓼、 1分、 1分、 1分、 1分 と い ぅ こ

と ですので、 やは り 20分か ら40分の間 ぐ らいでT O L A C の事例が帝王切開に移行してい

る と い う よ う な形です。

○隈本委員 ですから 、 4 ページの上から 3行 目 か ら 6 行 目 までの文章を、 27ページの

(7) へ移植してきて、 要するに、 ダブルセ ッ トア ッ プ と るま と い う のではな く て 、 こ う い う

状況なのであるか ら 、 帝王切開を決心してから 30~40分かかっているので、 それ自体が恐

ら く 脳性麻痺になった原因の 1 つになっている と思われる のでと 、 こ う い う こ と を書いて

おいて、 日 本ではダブルセ ッ ト ア ッ プ と い う 言葉が若干混乱ぎみだが ぐ らいまで書き込ん

で、 混乱ぎみだが、 実はダブルセ ッ ト ア ップと い う のはこ う い う ハイ レベルの話であって、

そ こ まで行っていない場合には、 やは り 非常な リ ス ク を伴 う んだと い う よ う な提言に して

欲しいな と 。

○事務局 “卸子集) 27ページは、 現況のパー ト にな り ますので、 一般論を記載する と こ

ろでございますので、 28ページ以降の提言に向けた冒頭文で、 概況と現況をす り 合わせて、

こ の よ う な状況であったので緊急帝王切開術についてはでき るだけこ う い う よ う な時間 と

か、 時間はち ょ っ と イ メ ージでき るかど う かは今後の事例の検証と併せて検討致します。
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でき るだけ早 く 行 う と い う よ う な形で記載する と い う こ と でよ ろ しいで し ょ う か。

○隈本委員 分か り ま した。 ごめんな さい。 今、 僕は言葉足 らずですみません。

こ の (7) ダブルセ ッ ト ア ップの説明文章が提言に書いてある よ う に して頂いたほ う が、

恐 ら く 、 ダブルセ ッ ト ア ップと い う 言葉の混乱と い う の もひ と つこ の再発防止に役立つキ

ーワー ドだと思 う ので、 ぜひそ こ を入れて下さい。

○事務局 (御子柴) かしこま り ま した。

○勝村委員 今のご意見に賛成で、 ぜひダブルセ ッ トア ップが、 今、 最後まで う たって頂

いたのでいいかと 思ったんですけれども 、 言葉が混乱している と い う こ と を、 やっぱ り 現

況かつ提言である と い う こ と と 、 29ページの (4) の ｢ダブルセ ッ ト ア ップの状況について

も十分に説明 し｣ と い う と こ ろで、 やっ ぱ り 一番大事なのは、 帝王切開までにかかる時間

も含めて、 緊急帝王切開まで何分ぐ らいかかるかとい う こ と を説明する必要があ る と 思 う

ので･ そ う い う のを具体的.‘ ･ 今･ 隈本委員がおっ し･ っ た よ う に こ凋1で何分かか
っているのかと い う こ と がすご く 脳性麻痺と の関係では大事な話だら思 う んです。

○池ノ 上委員長 日本の今の産科診療の現状に照 ら して、 T O L A Cが ど う い う位置づけ

にな るか。 例えば、 今、 石渡委員長代理がおっ しゃったよ う に、 隣ですぐでき ますよ と い

う のは、 ダブルセ ッ ト ア ップ と い う 意味からする と違 う かも しれないですよれ チ-ムは

同 じチームがあっていいかも しれない。 2 つのチームでやるわけ じゃない。 分娩台も 1 つ

の分娩台をオペ台に代えてやる と い う わけではない。 そ う い う と こ ろを概念的なダブルセ

ッ ト ア ップ と い う 言葉で不明確にみんなが共有して、 何と な く 進んでいるから こ の混乱が

来ている ので、 やっぱ り 表現はよ り 具体的に、 例えば分娩室のすぐ隣ででき る よ う な施設

もた く さ んあるわけですか ら 、 そ う い う と こ ろはアメ リ カ的にはあま り よ く 分から ないん

ですれ アメ リ カ の人たちに “盂 だから 、 ダブルセ ッ ト ア ップみたいな大がか り な体制を

つ く ってやっていこ う と したんだと思います。 それが 日本にそのま ま入って く る か と い う

と なかなか、 日 本にそ う い う ダブルセ ッ ト ア ップのシステムが入ってこな く ても ちゃんと
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やっていますよ と い う と こ ろはた く さ んある ので、 そ う いっ た と こ ろ も十分踏ま えた表現

に して頂きたい と い う ふ う に思います。 よ ろ しいですか。

○事務局 (御子柴) 事務局から 1 点だけ。 藤森委員に確認させて頂きたいんですが、 今

回ご提示 した資料･ -③でモニターを■分お示し してお り ます。
例えば、 ■は. 0 “ “ 。 中なんですけれども 、 それほ ど皸の徐騰は出現しない

状況で･ め く 爽頂い‘分娩'ゆと な→てお り ますページの中段ぐ らいから右側I引分
以降で口拍数が取れな く な→て、 それか ら1分ぐ らい経過を見ていて、 その後‘帝王切開
を決めて とい う よ う な形で子宮破裂と判断された流執になるので、 例えばこ う いっ た事例

です と 、 心拍数聴取ができ な く なっ てか ら どの程度待つ、 あ るいは超音波で確認すべきか

ど う か と か。 波形から こ の子宮破裂を早期発見する と い う のはなかなか難しい と思 う んで
.

すけれども 、 例えばモニタ リ ングの管理と い う と こ ろ みこ結びつける にあたってこ の■■を

見て頂いた と こ ろで、 何かご意見が頂ければと思います。

次の.わきま しては、 m “A Oではないんですが、 徐脈がかな り 出てか ら ク リ
ステ レル胎児圧出法を実施した り 吸引 を した り と い う よ う な事例です。 胎児潴委能不全が出

てか ら どの程度経過をみる のかが検討点 と なるか と思いますので、 波形でこ の時点 と診断

するのはなかなか難しい と 思 う んですけれども 、 ご意見を頂きたい と思います。

圏についてmo ･知ではないのですが、 こ ち ら もやは り ク リ ステ リ胎児圧出
法等を実施したので、 破裂した時期は原因分析報告書ですと 、 2 段 目 の★印が付いている

矢印のあた り でどこかで発症している と記載されている事例です。 心拍数聴取が完全にで

き な く なっ た と こ ろで完全子宮破裂と診断がついて、 帝王切開に移行した と い う よ う な事

例です。

■については, 0 ･ A C あ り の事例でございます。 こ ち ら も 39週に入ってか ら の管
理ですけれども 、 2 段 目 で★を付けている と こ ろで恐 ら く 子宮破裂を発症したのではない

かと されていますが、 こ ち らの来院時の状況がこのよ う な波形なので、 早期発見 と い う よ
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睨ま、 こ の よ う な波形が来院時にあった と き に ど う 対応する のかでず。 こ ち ら みこついては、

帝王切開術を恥‘から児娩出ま咀分･あてぃゆで、 そ“辺 り “対応力検討点にな
るかと思います。 あ 者次分娩待機の週数と か管理などにな り ます。 どの ぐ らいの時期か ら

管理を してお く のかと か、 そ う いっ た と こ ろになる のかな と思います。

次、 “ く っ て頂き ま “℃ ■わい‘mo ■“。 あ り の事例です･ナれども 、 こ ち
ら は陣痛がき ちん と取れていない と こ ろ も あ り ますが、 軽度の徐脈が出ていた中で経過を

みていて、 裏面あた り で、 やは り 3 段 目 で心拍数が低下して聴取できな く なってか ら さ ら

,‘経過をみれて、 娩出ま邉分かかってい‘ と い う よ う な事例月になっ‘いますo
田圃についは ･ち らは, o ･ “ o あ り “事例でございますけれども ･ め く →て頂

いて1 5ページと なっている分娩時(③ と なっている と こ ろから 、 心拍数聴取が不明になった

と こ ろ 、 3 段 目 か ら下で聴取不能になっている と こ ろになるかと思います。 こ ち ら は児娩

出ま壗分か う こ と “なっ ,いますが、 .端数聴取が不可能になったα罐魂分から
と い う こ と ルこな り ます。

.わい‘はやは り , 。 ■ “ 。 あ り “事例Uですけれども 、 , 段 目 までは入院中に
管理はいてき剱強まった“でそ“ま ま桁を見ていて、 そのI時間後におなかが
急に痛みだした とモニターを付けた ら 、 も う 既に胎児心拍数が低下していた と い う 状況で

す。 波形を検証する こ と で何か提言するのは難しい と思いますが、 例えばT O L A C の事

例であれば、 I時間の間々‘連続的にモニタ ルグすべきだった と か提言に結びつける点
について、 ご意見を頂ければ乙思います。

○藤森委員 モニタ リ ングは資料と しては出て こ ない と い う こ と でよ ろ しいんです黄熟

○事務局 (御子柴) 必要があれば、 子宮内感染の審議の際にモニタ リ ング波形について

も検証すべき と いったご意見もあ り ま したので、 必要があれば掲載する こ と も検討する と

思います。 こ の波形を見て頂いて、 まずはご意見を頂ければと思います。

○藤森委員 T O L A C に関 しては、 基本的には連続モニタ リ ングですから 、 最後の症例
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のよ 捌こ 、 途中で切れている と い う こ と “まあってはいけないこ と だと思いますけれども。

それはも う ガイ ドライ ンに も ちゃん と書いてあ り ますので、 連続モニタ リ ングを しな く ち

ゃいけないものの中にTO L A C 中 と い う のはあ り ますので、 モニタ リ ング していない と

い う こ と は、 これはも う標準的ではない とい う こ と になって しまいます。

それか ら 、 子宮破裂、 先ほ ど、 池ノ 上委員長もおっ しゃった よ う に 、 やは り 子宮に傷が

ある方々 で突然の徐脈、 も し く は今までの報告でも連続した遅発一過性徐脈が出てきた場

合には、 も う 子宮破裂を疑って と い う ふ う なこ 揉ま、 一番多いのは突然の徐脈ですけれど

も 、 子宮破裂は突然の徐脈とい う こ と になっ ていますけれども 、 その前にも遅発一過性徐

脈が出た り 、 変動三過性徐脈が出た り と い う こ と はある と い う ふ う には教科書的には書い

てある と思いますので、 遅発一過性徐脈が出ている 、 それか ら変動一過性徐脈が出ている

症例もあ り ま したので、 そ こ ら辺はある意味教科書的な こ と なん じゃないかな と い う ふ う

に思いますけれども。

典型的なのは、 前にも池ノ 上委員長もおっ しゃいま したけれども 、 こ の症例が破裂する

可能性があ るかも しれない とい う ので見ているかど う か と い う こ と が、 やっ ぱ り 一番大き

なこ と で、 そ う であればク リ ステ レルと かする と い う こ と は恐 ら く ないわけで、 モニタ リ

ングに異常が出た段階で、 も う それは疑って早めに手術する と い う のが僕は正しいん じゃ

ないかと い う ふ う に思いますけれども。 非常に教科書的なモニタ リ ングも ある と思います

けれども 、 良好だったのがポン と徐脈になっ た。

それか ら 、 症状で僕も 、 書いてある も の も あ るんですけれども 、 よ く 子宮破裂の と き に

は、 自分で破裂しているのが分かる と い う よ う な方が結構いるんですけれども 、 そ う い う

記載みたいなのがある のか ど う か と い う の も 。 疑 う と い う こ と が、 やっぱ り 一番子宮破裂

の診断で大切だと 思 う ので、 破裂した感じが、 ｢音がする ｣ なんてい う ふ う に書いてある

教科書もあ る ので、 そ う い う こ と が本当にある のかと い う のも ち ょ っ と知 り たいな と思っ

たんですけれども。
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○池上委員長 ,ページ" ‘■“わ訴が、 も う 言葉そ“ま まですよれ だからこ
う い う のが非常に役に立つ。 現場の助産師さ ん と か ドク ター と かは、 ああ、 こ う い う 訴え

方を して く る んだと 。 で、 結果的に破裂だと い う のが非常に よ く 分かるので、 我々 、 今、

■“かあはせんけれどもこれを十分に生かすとすればこ う い→た辻 をいかり
伝えてい く と い う こ と みこな るだろ う と 思います。

他によ ろ しいですか。

○勝村委員 ち ょ っ と 色々 ご無理なお願いばか り しているかも しれないんですけれども 、

一番最初の表がある じゃないですか。 資料 3 の 1 ページから 2 ページ。 こ の 1 ページから

2 ページにかけての医学的に表に した らいいと思われる項 目 があるんですけれども 、 これ

を全部が全部ク ロ ス集計する と 、 も ち ろん大変な大き な表になっ ちゃ う と 思 う んですけ ど、

帝王切開の既往があったかないかだけは 2 つに分けて、 ク ロ ス に した表にでき ないですか

ね

例えば、 こ の子宮収縮薬を使っている のは帝王切開の既往のある人なのかない人なのか

と か、 やっ ぱ り ち ‘ っ と知 り たい と か、 ク リ “テルなんかも ある し。 だか ら 、 ■をせめ
てI とl“母数に して分けても ら う と 色“ な“ と が見えて く る可能性が、 今後の意味であ
るん じゃないかと 。

○事務局 (御子柴) 集計する こ と は可能でございます。

○池ノ 上委員長 一遍やってみて、 皆 さ んにみて頂いて、 何かそこ に意義があれば。

○事務局 (御子柴) あ と は今の件数を、 帝王切開あ り の妊婦 と な しの妊婦で分けて、 そ

れぞれで総計を出すと い う 形でよ ろ しいでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 そ して、 それが何か意義があ り そ う だった らば、 それを さ ら に と い う こ

と でよ ろ しいですか。

他にいかがで し ょ う か。

○隈本委員 先ほど、 28ページに、 今後の提案に帝王切開決定から娩出までの時間を入れ
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て下さい と お願いしたんですけれど、 プラスできれば、 これは大変かも しれませんけれど

も 、 ′ む舶に異常が、 心さ拍が聴取できな く なっ た と か、 ′ ら舶の異常が起きてか ら 出産までの

時間 も入れて頂く と 、 今後の参考になるかな と 。

○事務局 (御子柴) どこ をも っ て と い う のがなかなか難しいので、 それも併せて産科の

委員の先生方にご相談しなが ら検討したいと思います。

○隈本委員 原因分析の中には、 そ こ は書かれている と思います。 原因の と こ ろに。

0事務局 (御子柴) はい。 そ う です為 本 日 ご用意していますモニタ リ ング波形の中に、

★印をつけてお り ま して、 そ こ が原因分析委員会が子宮破裂が起き た と している時期です。

資料4 の表の中にも 、 その時期について記載をお示し してお り ます。

○池ノ 上委員長 いや、 その破裂が起きた時期 じゃな く て 、 破裂しそ う だな と い う こ の既

往歴と 、 こ のハー ト レー トパターンを併せ技で、 それが何と な く 分か り そ う な と こ ろはこ

こ じゃないか、 つま り 、 担当医が破裂を頭の中に入れ られたかも しれない、 ち ょ っ と厳し

いかも しれませんけれども 、 それをいったんみて も ら う 。 先ほ ど、 藤森委員、 これ、 モニ

タ リ ングをみる と 、 異常パターンが結構出ているんです裏為 eary de c e 1 erat 1 onまで入

れる と かな り 早い時期か ら出ていて、 かつプラ ス既往帝切のがある と い う こ と をこな る と 、

リ ス ク は ドン と上がって く る ので、 そ こ まで再発防止からお願いする医療レベルかど う か

と い う こ 割ままた別問題と して、 一応、 みてみる必要がある と い う ふ う に思います。

0事務局 (御子柴) 本 日 の資料4 の黄色いセルで言いますと 、 事例の概要の横に、 一応、

発症時期の記載を抜き 出 してお り ますので、 先ほ ど、 委員長がおっ しゃいま した検討も含

め、 こ ち ら は原因分析報告書の記載を引用 してお り ますので、 それら をち ょ っ とす り 合わ

せた形で検討致したい と思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ はい。 あ り が と う ございま した。 よ ろ しいで し ょ う か。

○小林委員 先ほどの文献の話の追加になるんですが、 ガイ ドライ ンのT O L A C は海外

の文献を引用 して、 帝切既往妊婦に関 しては相対 リ ス ク が3 . 3 と 書いてあるんですが、 今
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日 の資料の 3 の26ページの中ごろには、 自然子宮破裂の頻度が0. 00 6%でT O LA Cは

1 %、 かな り 危険な数字だと思 う んですよ。 これを説明するだけでも状況は大分変わって

く る と思 う んですけれども 、 こ の文献の根拠が も し分かれば、 海外でな く て 日本の例であ

る と い う こ と であれば、 それも こ の提言に盛 り 込んだほ う がいい と思います。

0池ノ 上委員長 日本でのTO L A C のラブチャーのデータ と い う のはあ り ますか。 それ

はT O L A Cですか。

○藤森委員 TO LA C も 、 子宮破裂全部でレビュー しているんだと 思いますので。

○池ノ 上委員長 その中にT O L ACが入っているんですか。

○藤森委員 日産婦の何か後の レクチャーみたいな と こ ろに 、 2005年 く らいだと 思いま し

たけれども。

○池ノ 上委員長 現実にT O L A C は世界的に どんどん今引 きの状態になっていま して、

一時はそれこそまだV B A C と言っていた日計糊こ 、 既往帝切でも ちゃん と経自室分娩が安全

にでき ますよ と い う 日藷モが来たんですけれども 、 いざやってみる と 、 特にアメ リ カ ではど

ん どん破裂が増加 してきた と い う こ と か ら 、 アメ リ カ特有の医療経済の理論か ら言って、

これはマイナスだと い う こ と も あって、 T O L A C が今どんどん減ってきている と い う よ

う な現状も あ り ますので、 日本でもずいぶん状況は変わっていて、 一時のT O L A C よ り

も 、 最近では減っている のではないか と い う ふ う に思います。 そのTO L A C絡みの リ ス

ク と い う のは、 日 本のデータがも しあれば、 それを参考に して頂ければ乙思います。

○岩下委員 29ぺ｣ジの産科医療関係者に対する提言の (6) ですれ ち ょ っ と 1 行 目 に ミ

スプ リ があ り ますけれども 、 こ の言っている こ と があま り ク リ アでないので、 子宮破裂の

危険因子がない場合であって も と して、 特に経鞄産婦や胎児推定体重が大きい場合であ り ま

すけれども 、 これは危険因子と して考えていない と い う こ と を言っている のか、 これは危

険因子 と なる と い う こ と を言っているのかですね

それか ら 、 3 行 目 で ｢ よ り 慎重な女戟賑 ･ 分娩管理が必要である ｣ と 言って も 、 かな り 抽

54



象的で、 ど う した らいいのかな と い う ので、 これはな く てもいいよ う な気が しますけれど

も 。 ち ょ っ と 事務局で考えて頂けますで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 こ こ は危険因子がない場合でもあって も子宮破裂が起き る こ と も ある と

入れるか、 も う それもな く すか。

○事務局 (御子柴) 文献を検証しますと 、 やは り 経箋董回数が多い、 要は頻産婦と か多産

婦と か言われる よ う なも のが危険因子 と されていて、 今回、 1 回既往に、 経産婦が既往帝

王切開がない事例でも破裂していたので、 そ う いった事例か ら何かみえる も のについてご

意見を頂きたい と思って、 ち ょ っ と たたき の記載と して掲載致しま した。

○岩下委員 T O L A Cだけでな く て 、 経産婦と か胎児推定体重が大きい場合も子宮破裂

が多い と い う よ う な文言に替えた らいいかも しれません。

○池ノ上委員長 こ こは入れる必要があ り ますかね 何かないよ う な気も しますれ

0岩下委員 こ こはな く てもいいん じゃないでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 ち ょ っ と検討してみて、 今の委員のご意見も参考に、 ち ょ っ と整合性を

合わせて判断して下さい。

○事務局 (御子柴) 先ほ ど藤森委員か ら頂いたモニタ リ ングの管理等については、 併せ

て検討致します。

○池ノ 上委員長 委員のご意見も参考に、 こ こ は整合性を合わせて判断して下 さい。

ど う も あ り が と う ございま した。 ち ょ っ と 時間が押してき ま した。 も う 1 つ残っている

んですよ }為 イ ンフォーム ドコ ンセン ト の件です。 お願い致します。

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 資料 6 と 7 をご準備してお り ます。 資料 6 が

医療関係者向けのイ ンフオーム ドコ ンセン ト の提言と して 、 分娩誘発 ･ 促進時のイ ンフオ

ーム ド コ ンセン ト について と してき準備してお り ます。

1 枚 目 には、 イ ンフォーム ドコ ンセン ト の概要 と その重要性、 基本姿勢等について記載

してお り ます。 分娩誘発 ･ 促進にあたっては、 様々 な方法を分娩経過の途中で変更する場
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合も あ り ますので、 その包括同意等について も記載を してお り ます。

4 番 と して、 前回ご意見がございま した、 緊急時には行わないこ と も ある と い う こ と を

提言してい く べきではないか と い う こ と で、 それも含め 口頭で得た場合の診療録への記載、

十分に行われなかった場合に事後的に説明する こ と な どについても改めて記載を している

と い う 形にな り ます。

5 番にはひな形、 提言文書な どの活用 と その保管について と項立てを しています。 これ

ら みこついても一案でございますので、 ご意見を広く 頂ければと思います。

裏面に説明すべき 内容 と い う こ と で、 第 3 回の報告書に も掲載致しま した内容等を含め、

説明すべき 内容を 1 ~ 6番まで項立て してお り ま して 、 その下にそれぞれこ う いった形で

説明 しては ど う か と い う 例を記載してお り ますので、 こ ち ら も あ く まで事務局案でござい

ますので、 委員の先生方から ご意見を頂いて修正したいと思います。

資料 7 を ご覧下さい。 こ ち ら が妊産婦向けにイ ンフォーム ドコ ンセン ト について と して、

こ ち ら は全体的な内容の方がいいのではないかと い う こ と でご意見を頂き ま したので、 広

く 記載してお り ます。

黄色の部分に勤搬寸々ナ と して 、 産科医療においてはこ う いった分娩方針の決定、 誘発 ･

促進、 急速遂娩な どの実施にあたって説明 と 同意が必要だと い う こ と を 、 動機付け と して

今回 と り ま と めま した。 こ ち ら もまだ文章は修正してまい り ますので、 ご意見を頂ければ

と思います。

説明 されるべき 内容は と しま して、 先ほ どの医療関係者向け と リ ンクする と こ ろ も ござ

いますが、 妊産婦やご家族の皆様も こ う いっ たこ と の説明を受けるべき と認識して頂きつ

つ、 ど う いっ た点で説明を受けた らいいのかと い う こ と を記載してお り ます。

裏面に、 基本姿勢と い う こ と で記載してお り ますが、 イ ンフオーム ドコ ンセン ト を受け

る と き のポイ ン ト と して こ の よ う な こ と を心がけて頂きたい と い う こ と を何点か記載して

お り ます。
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下には文書の保管、 確認と記録と い う こ と で、 イ ンフオーム ドコ ンセン ト の と き の説明

文書や同意書をご家族の方も保管する こ と 、 緊急的に行われた場合は事後的に確認する こ

と も でき る と い う こ と 、 母子手帳な ど をこ記載 して保管する こ と で、 その後の妊娠 ･ 出産に

関わる こ と も あ り ますと い う こ な どを記載してお り ます。

こ ち ら も案でございますので、 ただ、 発送する時期等を考えます と 、 今回、 ご審議頂い

て、 またメ ール等でも ご審議頂いてブラ ッシュア ップしたい と思いますので、 ご意見をを

お願い致します。

あ と 、 当 日 配付資料と してお配 り してお り ますが、 勝村委員か ら本 日 ご提供頂き ま して、

こ う いっ た説明書の記載はど う か と い う 案を頂いてお り ますので、 こ ち ら &こついて、 勝村

委員から ご説明頂ければと思います。

○池ノ 上委員長 お願い します。

○勝村委員 今 日 、 時間、 厳しいですけ ど、 資料 6 も資料 7 も これも全部検討するのでし

ょ う か。

○池ノ 上委員長 ど う な り ますか。

○事務局 (御子柴) 発送を予定“てお り ますのが、 一応、 .Iでございます“で、 今
の開催予定と なってお り ますので、 できれば、 今 日 、 ポイ ン ト回の委員会の次が

でも結構ですので、 ご意見を頂いて、 その後はメ ールでご連絡等を させて頂きつつ修正を

重ねたい と思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 勝村委員、 で、 可能ですか。 ポイ ン ト を絞って。

○勝村委員 はい。 分か り ま した。 了解です。

前回の こ の委員会の中で私からたたき台、 既に考えていた と い う経過があ り ますので、

ち ょ っ と それを出 させて も ら う と い う こ と でお約束していた件です。

今、 今回の第 3 回の再発防止に関する報告書に現状のイ ンフオーム ドコ ンセン ト の文面

が載せて も ら っていたわけですけれども 、 20 1 0年だ と い う こ と も あっ てき ちん と書いても
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ら っている な と い う気が したんですが、 1 つだけ非常に気になったのは、 過強陣痛につい

ての説明のラス ト で、 こ の資料 6 の裏にも書いてあ り ますけれども 、 ち ょ っ と表現は違い

ますが、 資料 6 の裏の (3) の一番下の例 と い う と こ ろに書いていますけれども 、 ｢ これら

有害事象は、 子宮収縮薬を使用 しない 自然分娩でも起こ る こ と で｣ と い う 、 そ う い う 文面

があって、 特に現状の子宮収縮のイ ンフォーム ドコ ンセン ト のひな形では、 過強陣痛は子

宮収縮薬を使用 しない場合でも起こ る こ と であって、 子宮収縮剤の使用によ って別に過強

階席になる確率が高ま る も のではない と い う趣旨のこ と が書いてある んですれ

な らば、 別に子宮収縮剤は怖く ないので、 やっぱ り 僕は子宮収縮薬は感受性の個人差が

大き く て 、 使わない場合よ り も使った場合がその感受性の強い人に過強嚼痛と い う も のが

起こ る リ ス ク が高ま るか ら気をつけて使わなき やいけない と い う 説明の論調に全体はなっ

ているんですけれども 、 その一言だけが入っているのを、 僕は抜いて欲しい と い う趣旨で、

お願いしています。 やっぱ り 医療者側患者側双方で感受性が強い人ではないかと か、 感受

性が強い人に対して過強陣痛が来ていないかと い う こ と をやっぱ り 注意 しなが ら使っても

ら う と い う と こ ろが一番のポイ ン ト だと思っているので、 その 自然分娩の場合と過強軽動南

が起こ る率が変わ らないんだと い う 趣旨の言葉を取って も らいたいな と い う 思いで、 かつ

現状で子宮収縮にイ ンフオーム ドコ ンセン ト が十分でない と い う こ と が再発防止の報告書

で指摘されたので、 そ こ を再発防止委員会と して この産科医療補償制度のページの どこか

に載せても ら っ て 、 こ の提言の最後にそ う い う ひな形、 新たな再発防止委員会で検討した

ひな形も あ り ますよ と い う こ と で、 改めてこ こ にい ら っ しゃ る先生方でつ く っても ら えた

らいいな と思って、 前回の議論がそ う い う趣旨でのも のです。

なので、 これは当 日 配付資料と書かれていますけれども 、 これはほ と ん ど現状の20 1 0年

に書いている ものそのままで、 そ こ か ら僕と しては、 添付文書に書いてある こ と を盛 り 込

も う と したんですけれども 、 やっぱ り 先生方か ら 、 添付文書の記載だと ち ょ っ と厳し く 、

患者が不安がる よ う な言葉遣いが多いかも しれないと思って、 やや敬遠されるかも しれな
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い と 思って、 関西の僕の近隣の病院が実際に使っている も の と かを基に して、 ち ょ っ と 書

き換え られる と こ ろは変えた ら な と 、 こ っ ちの表現がややいいな と僕が思 う と こ ろをやっ

ていたんですけれども 、 数 日前に、 偶然、 藤森委員 と あ る場所ですれ違ったので、 その と

き他の先生方にも ち ょ っ と お願い した よ う な しなかった よ う な感じなんですけ ど、 先生方

で今使われている も のを見せて も ら えいかと い う こ と と かで、 藤森委員にお願い して送っ

て も ら った り も して、 それに付け加えた り している部分があるんですけれども 、 つけ加わ

っている部分の表現は、 ど こかの病院で今現在使われている も の と い う こ と “こ して 、 添付

文書の表現を こ っ ちに入れる と い う こ と はやめて、 先生方にも受け入れても らいやす く し

たつも り でち ょ っ と思っているんですけれども。

ただ、 僕も 、 こ の数 日 、 体調をち ょ っ と崩 していて、 僕に と っても 100%だ と い う ふ う

になっ ていないので、 今 日 も 、 これ、 たたき台 と い う 意味で、 も ちろん、 先生方のご意見

でよ り 使いやすいものに しても ら って。

ただ、 やっぱ り 僕はこ の再発防止、 事故を減 らすために、 陣痛促進剤のイ ンフォーム ド

コ ンセン ト と い う のは非常に大事だと思っていて、 と い う のは、 陣痛促進剤をき ちん と使

って く れている先生方に と っては、 はっ き り 言っ ちゃ えば、 必要ないかも しれません。 ど

う せき ちっ と使って く れるんだか ら。 そ う じゃない と い う と こ ろに関 して、 これをき ちん

とやっても ら う と い う こ と で改めて何かわかって も ら う 、 事故を減 ら しても ら う と い う 趣

旨が、 僕に と っては非常に強 く あ り ます。 で、 患者から して も 、 後で後悔する こ と な く 、

かつ患者も 自分で色々 みていける と い う のがあった らいい と思 う のでと い う こ と です。

大き く 変わっている と した ら 、 その過強陣痛 と書いてある と こ ろの最後にただし書き と

して、 これら過強陣痛は子宮収縮剤を使用 しない 自然分娩でも同 じ ぐ らいの確率で起こ る

と い う趣旨の文面。

皆さんのお手元に第 3 回の報告書があ り ますよれ それ と比べて頂いた らいい と思 う ん

ですけれども。 何ページですか。
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○事務局 (御子柴) 1 3 1ページです。

○勝村委員 13 1ぺ-ジです為 再発防止の第 3 回の報告書の1 3 1ぺ-ジの起こ り 得る有害

事象の 9行 目 、 過強陣痛の説明を した後で、 ｢ これ ら は子宮収縮薬を使用 しない 自然分娩

でも起こ る こ と で、 上記の危険性が 自然分娩 と比べて大き く 増すこ と はあ り ますせん｣ と

書いている のはど う か と 。 過強陣痛 と い う ものだけを気に して使って く れればいいわけな

ので、 強 く な り 過ぎる と い う こ と だけを気に して く れた らいいわけなので、 そ こ が感受性

の強い人にはあ り 得る と い う こ と を 、 こ の 2 行を取っている と い う こ と が一番メ イ ンです。

あ と は、 色々 な病院で使われている こ の よ う な表現はど う かと思 う んですが、 あま り 変わ

っていないです。 たっ たそれだけかと言われるかも しれないけれども 、 僕はやっぱ り そ こ

をき ちん とやって も らいたいのです。

○池ノ上委員長 これは、 しかし、 起こ り 得る有害事象のその次のパラ グラ フでは、 少量

でも強過ぎる陣痛が来た り 、 最大量に しても陣痛がこ ないこ と があ り ますと い う こ と で、

こ こ で過強陣痛の個人差みたいな、 これも ちゃん と書いてあるんですね

○勝村委員 書いてあ るんですよ。 書いてある ので、 そこ の 2行さ えなければ、 非常にき

ちん と書いても ら っている な と 思います。

0池ノ 上委員長 そ う ですれ はい。 あ り が と う ございます。

これは基本的には医会か ら 出ていった、 こ っ ちのこれに載せてある これに意見を少 し入

れてつ く っ て頂いた と い う 、 そ う い う 基本的な考えでいいんですれ いかがでし ょ う か。

○小林委員 イ ンフオーム ドコ ンセン ト は重要だと思 う んですが、 これは現場で使われな

い と 、 逆にあま り 提言を出 して も意味をな さ ないので、 も う 少 し時間をかけて、 前回欠席

したので経緯が分か り ませんが、 例えば今 日勝村委員か ら出てきた文書も 、 例えば医会 と

か助産師会に回 して意見を聞いてからま と めていったほ う がいいかな と 思 う のですが。

特に、 私、 6 、 7 をみて感じたのは、 いつこ う い う 説明を した らいいのかと い う こ と も

提言を しない と 、 妊婦はいつまでもイ ンフオーム ドコ ンセン ト の説明がないと思 う し、 医
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療機関の側か ら言 う と 、 飛び込みの場合はできない場合も あるで し ょ う し、 そ こ ら辺、 い

つごろが適切な時期か と い う のも併せて提言しない と 、 あま り 現実的ではないよ う な気が

する んです。

○池ノ 上委員長 実際の運用の仕方です為

○勝村委員 僕が こだわっている のは、 今、 お話し した と こ ろだけなので、 あ と は本当に

使いやすい と い う趣旨でいい と思ったので、 現に福島県立医大と かで使われている も の と

かの表現でやっている ので、 そ う い う 意味では、 そんなに現場で使われている も の と違い

はないと思 う んですけれども 、 と にか く 僕のイ メ ージと した ら 、 分娩を誘発する と き のイ

ンフオーム ド コ ンセン ト です。 促進の場合には色々 な状況があって非常に先生方に ど う い

う 説明がいいかはある と思いますけれども 、 誘発をする と い う と き には、 やっ ぱ り き ちん

と イ ンフオーム ドコ ンセン ト を と って欲しい と い う こ と が何よ り も ある と い う こ と です。

○箕浦委員 資料 7 についてはメ ールを送ってきて頂いている ける のは * * * だ と安心し

たんですが、 6 は、 副題で分娩誘発促進剤のイ ンフォーム ドコ ンセン ト と なっ ているんで

すが、 内容はかな り 一般婦論が入ってきているので、 こ の辺を も う ち ょ っ と整理してもいい

かな と思 う んですけれども 。

ただ、 緊急時のイ ンフオーム ドコ ンセン ト ですが、 分娩誘発 ･ 促進に緊急時と い う のは

あんま り ないこ と で、 イ ンフォーム ドコ ンセン ト を取れない とい う こ と は考えに く いです

ね、 分娩誘発 ･ 促進。 その辺を も う ち ょ っ と 、 少 し整理したほ う がいいのかな と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 3 のはイ ンフォーム ド コ ンセン ト が取 り に く い、

ど う ですか。

○箕浦委員 ･ 緊急時のイ ンフォーム ドコ ンセン ト 。 緊急時はイ ンフォーム ドコ ンセン ト

が取れないこ と はあ り ますが、 分娩誘発 ･ 促進はあんま り 考えに く い と思います。

○池ノ 上委員長 なる ほ ど。 上 と 下の整合性がない と い う こ と です為 分か り ま した。

○藤森 員 今の資料 6 で言えば、 私も ち ょ っ と気になったのは、 包括同意の項 目 を こ こ
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に入れるべきかど う か、 ち ょ っ と 。

包括同意って、 例えば会陰切開を入れる と か、 吸引分娩する と か、 包括同意を取ってい

る と い う こ と はあま り ないと思 う んですけれども。 提言する と 、 我々 も実際そこ までは取

っていないこ と が多 く て、 先ほ どのク リ ステ レルもそ う ですけれども 、 包括同意 と い う こ

と で行 う べき だ と い う ふ う にも し提言するのであれば、 これ“灘結構なお話だと思って、 ち

ょ っ と ど う すればいいのか、 僕は包括同意まで書 く のはち ょ っ と早いん じゃ ないかな とい

う 気が致しますが。

それから 、 先ほ ど勝村委員がおっ しゃ った こ と に関 しては、 やっぱ り 医会 ･ 助産師会で

も う 1 度見て も ら っ たほ う が 、 意見を頂いたほ う が 、 僕はいい と 思 う んです。 も と も と は、

我々 もそ う ですけれども 、 医会の ものを参考に してつ く ってお り ますので、 やっぱ り 医会

でき ちっ と しても ら ったほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長 前回の議論では、 医会はイ ンフォーム ドコ ンセン ト を、 色々 なイ ンフオ

ーム ドコ ンセン ト 、 帝王切開のイ ンフォーム ドコ ンセン ト と か、 1 つ 1 つの手技について

のイ ンフォ-ム ドコ ンセン ト をま と めた一冊の小冊子 と して出 してお られるんです為 そ

れがつい 2年か 3年前に出ていて、 次は 5年かそ こい らいでまた次の改訂版が出るだろ う

と い う こ と で、 ただ、 こ の子宮収縮薬については、 こ の委員会での議論もあ り ます し、 そ

れからプロ ス タ グラ ンディ ンの E の経口錠を服用する と き にはモニタ リ ングをちゃん と し

て下さい と い う のが効能書きに載ったんです為 だから 、 そ う い う こ と も ある ので、 これ

はまたこれだけでも別個に、 こ の再発防止委員会から提案 ･ 提言と い う こ と を差し上げた

ら ど う だろ う か と 。 それを この委員会でこのポス ターで と い う こ と で、 一応作業が進んで

いる と 。

これのひな形と して色々 な と こ ろの参考になる も のを 、 こ の委員会 と して勝村委員が中

心になってま と めて下さ っ て 、 こ う い う ものをいかがで し ょ う か と い う のを 、 これから皆

さ んに提示していこ う かと い う こ と なんです。
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それで、 も と も と 医会でこれを考えてお られる ものに、 我々 でこ う い う と こ ろはいかが

でし ょ う か と い う 意見をつけてお伺いをする と 、 それから助産師会 と か色々 な と こ ろにお

伺いする とい う こ と については、 いかがですかね

○川端委員 今 日 、 出ま した 3 つの資料ですれ 資料 6 、 7 と 、 当 日 配付の資料②、 この

3 つについては研修委員会で全員に見て も ら って了解を得よ う と思ってお り ます。

○池ノ 上委員長 そ う ですか。 あ り が と う ございます。

○勝村委員 そ う い う 方向でお願いできた ら と思 う んですけれども 、 こ のイ ンフォーム ド

コ ンセン ト のひな形は、 ぜひこ こ にお られる先生方を中心みこ 、 本当 によ り いいも のを時間

をかけてつ く って も ら えればと思います。

やっぱ り 問題意識は、 子宮収縮薬を使 う と い う こ と さ え言わないで使っている とい う 事

例があるんです黄熟 だから 、 厚労省も 3年前までは、 ほん と の薬名 を言 う か言わないか

は医師の裁量だと 、 言わないほ う がいい場合は言わないほ う がいいんだと 、 病名でさ えそ

う だ と言っていたんですね それが20 10年 4 月 1 日 か ら厚生労働省の方針が変わって、 診

療報酬明細書も発行する と い う こ と で、 薬名は全部伝える と な り 、 やっ と添付文書も改訂

されて、 子宮収縮薬を使 う と き は必要性や危険性を説明 しなければいけない と な り ま した。

だから 、 先生方の 日 常の診療の状況と はち ょ っ と違 う イ メ ージだと思いますが、 やっぱ

り 全 く 言わないで使っている よ う なケース も ある と い う よ う な話から始ま っているわけで

すか ら 、 資料 6 に関 して、 今、 パッ と初めて読ませて も ら っ たので、 お願いを してお く と 、

一番上の小さ な字の、 これも ち ょ っ と 小 さ過ぎる と思 う んですけど、 こ こが一番大事だと

思 う んですけれども 、 小 さ な字の 3行 目 に、 8件あ り ま した と い う こ と は、 その不明が20

件ぐ らいあ る と い う こ と です表為 じゃないんですか。 それもやっぱ り き ちん と 書いてお

いて欲しい と思 う こ と と 、 それか らやっ ぱ り 大き な と こ ろの一般謄論の 1 番や 2番みたいな

こ と はあんま り 必要がな く て、 現状の 3番が ど う だ と い う こ と 。 で、 5 番 目 の 、 この後そ

う なってい く のかも しれませんが、 5 番 目 のイ ンフォーム ドコ ンセン ト の定型文書に関し
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ては、 改めて こ の産科医療補償制度ムページにも新しいひな形を掲載しているので、 それ

を基に各医療機関に合ったものをつ く っ て欲しい とい う 形の文面に して も らいたい と い う

こ と 。

裏側に関 しては、 起こ り 得る有害事象の 2 つ 目 の例を書 く 意味があるか、 ち ょ っ と よ く

分か ら ないので、 そ こ は取っておいて欲しい と い う こ と 。

パ ッ と 見た感じ、 それぐ らいを、 ち ょ っ と今、 お願い しておきたい と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 一番最初のこの出だ しの第 3 回再発防止報告

書云々 と い う と こ ろが大体これは基本になっているわけで、 やっぱ り こ こ をまず皆 さんに

理解して頂いて 、 なぜ再発防止委員会でこ う い う 活動をせざる を得ないのかと い う と こ ろ

を理解して頂いたほ う がいいと思いますので、 こ こ は少 し文言を も う ち ょ っ と具体的に、

そ しても う ち ょ っ と 大き く して もいいんじゃないかと思 う んですが、 やって頂きたい とい

う ふ う に思います。

0魚譫矮員 すみません、 資料 6 については、 ち ょ っ と慎重に検討したほ う がいい文言が

ある と 、 まだまだ案と い う こ と ではあ り ますけれども 、 思いま した。

実は何点かあ り ます。 今、 問題になっている小 さい文章、 中ほ どに、 ｢イ ンフォーム ド

コ ンセン ト にあたっては、 妊産婦や家族に行 う処置等について理解を促すと と も に 、 文書

に よ り 説明 し同意を得る こ と です｣ と い う のが 、 ち ょ っ と 文章と してよ く 分からなかった

のです。 加えて こ のガイ ドライ ンの子宮収縮薬によ る陣痛誘発 ･ 陣痛促進剤に対する留意

点、 20 1 1年度版のイ ンフォーム ドコ ンセン ト については、 ｢その際、 文書での同意が望ま

しい｣ と い う 文言でアンダーライ ンが引かれています。 ｢イ ンフォーム ドコ ンセン ト にあ

たっては… 文書によ り 説明 し 、 同意を得る こ と です。 ｣ や、 末尾の ｢得る こ と が必要

です｣ と ｢得る こ と が重要です｣ 、 どっ ちなの力“分か り ませんが、 ガイ ドライ ン と の整合

性をち ょ っ と注意して検討する必要があ る と思います。

それか ら 、 1 番 目 の ｢イ ンフォーム ドコ ンセン ト と は … ｣ の最後 3行目 、 ｢家族に
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説明 し、 同意を得ます｣ と あ り ますが、 今、 簡単に家族だか ら と いって、 本人の代わ 明こ

なる と は言いきれない と こ ろ も ある のではないか、 そのあた り の こ と を ど う い う ふ 効こ表

現しよ う と してい ら っ しゃ る のか、 ち ょ っ と気にな り ま した。

3 点 目 は、 私も こ の包括同意についてはかな り 慎重に扱わなければいけない と 思って読

んでいま した。 藤森委員 と 同 じです。

4 番 目 に、 定型文書の話が出てき ます。 定型文書で標準化を図る こ と は大事なのですが、

今、 定型文書と しては と ても よ く 書かれている のですが、 一番大事なあなたはど う なの と

い う 、 あなたの リ ス ク が書かれていない説明 と 同意の文書が見受け られるのが気にな り ま

す。 特に こ こで言 う な ら ば、 分娩誘発 ･ 促進時に必要な、 ハイ リ ス ク のこ と と か、 危険因

子の こ と な どがちゃん と書かれる こ と が大事ですと い う こ と を どこかで う たって頂 く と い

いのかと思います。

それか ら 、 裏面の (3) のま と めにアンダーライ ンがあ る のですが、 今回の こ の提言の趣

旨以外は、 ア ンダーライ ンの次ですね、 特に 、 子宮収縮薬については、 効き方に ｢個人差

が大きい｣ こ と で と い う こ と を説明 しておき ま し ょ う と い う こ と が、 今回、 と て も重要な

メ ッセージになるのではないかと思います。 こ のあた り 、 ア ンダーライ ンばっか り になっ

てもいけないのですけれど、 ご検討下さい。

最後なのですが、 (6) に ｢効果がない ･ 作用 しない可能性があ る こ と について も説明 し、

認識して受ける こ と で、 安全に医療を提楚供する環境づ く り … ｣ と あ り ますが、 効果が

ない ･ 作用 しない可能性がある こ と を説明 し 、 認識して受ける こ と が安全に医療を提供す

る環境づ く り になる のかど う か、 ち ょ っ と よ く 分から なかったです。 こ のあた り 、 言わん

とする こ と は分かるのですが、 やっぱ り 全体的に も う 1 回皆さんでき ちんと見直す時間が

あったほ う がいいかも しれない と思いま した。

(6) に説明すべき 内容が書かれた ら 、 資料の 7 は、 それと整合する形になる と分か り や

すい作 り になる のかも しれないです。 そ こ は併せて検討頂ければ乙思います。
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ただ、 1 l月 なので、 ち ょ っ と 時間がないかも しれません為

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 恐 ら く 、 その 1 1月 と い う こ と になる と 、

委員の先生方 と メ ールのや り と り をずいぶんやらせて頂 く こ と “こな ろ う か と 思います。 事

務局も仕事がいっ ぱいあ り ますので、 ぜひ早い う ちにまたこれをお持ち帰 り 頂いて、 ご覧

頂いて、 事務局にご意見をお寄せ頂き たい と い う ふ う に思います。 ど う ぞよ ろ し く お願い

致します。 それである程度の皆さん方の コ ンセンサスを得られた ら 、 医会と助産師会 と か

にお願いをする と い う こ と “こ したい と思います。

ち ょ っ と 時間が押して しまいま して申 し訳ございません。 あ と 、 何かございますか。

○隈本委員 ち ょ っ と ク リ ステ レルの話に戻 らせて頂く と 、 ク リ ステ レルに関 して、 来年

度改訂のガイ ドライ ンに入るのではないかと い う こ と が、 8 月 7 日 の朝 日新聞に報道 され

ていま して、 それに よ る と 、 今、 産婦人科学会でも子宮底圧迫法と い う 名前に して胎児や

妊婦さんに悪影響を与えないよ う に と か、 出なかった ら帝王切開 しな さ い と かい う 内容の

解説をつけてガイ ドライ ンに盛 り 込む とい う 方針とい う ふ う に報道されています。 ですか

ら 、 も し よ ろ しければ、 多分、 こ の次の報告書を出すまでに、 恐 ら く 、 ガイ ドライ ンの骨

格が固ま る と 思 う ので、 そ こ と整合性を合わせたほ う がいいのかなと思います。 ある いは、

引用する必要があるか と思います。

0池ノ 上委員長 はい。 分か り ま した。 あ り が と う ございま した。

他にご発言はございませんか。 よ ろ しいで し ょ う か。

事務局は何かございますか。 よ ろ しいですか。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 それでは、 ほん と に不手際で大幅に時間が過ぎて しまい、 申 し訳ござい

ません。 今 日 は ど う も あ り が と う ございま した。
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